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粗製剥片石器研究ノート(Ⅰ)

原田幹

1.はじめに

縄文あるいは弥生遺跡の調査で出土する石器の

なかに、砂岩などの河原石を打ち割った剥片を未

加工あるいは筒単な調整加工を施しただけの粗雑

な石器を目にすることがある。当地域においても

この主の石器は比較的古くからその存在が知られ

ていたにも関わらず、名称も定まらないまま石器

としての位置付けも不確定なものであった。近年

朝日遺跡の調査報告書で詳細な報告や使用痕の分

析がなされるなど(文献7-25 、この石器をめ

ぐる問題意識もしだいに高まっているように思わ

れる。筆者自身もたまたま、平成5年度に調査を

担当した渥美町川地遺跡、今年度調査に参加した

清洲町朝日遺跡でこの種の石器に接することにな

り関心を寄せていた。

この石器は以前よりイネの収穫具としての用途

が注目されていたが、具体的な機能・用途の問題

については未検討の部分が多く、時期的な位置付

けもよく整理されていないのが現状である。もと

よりこれらの問題について明確な解答を用意して

いるわけではないが、今後の分析、研究に対する

一定の方向性を得るために、現状の整理を目的と

した覚え書きとして本稿を作成することにした。

石器の名称であるが、この主の石器が報告され

た文献を参照すると、スクレーパー、刃器、横刃

形石器、不定形刃器等様々な名称が用いられてい

る。本稿で用いる「粗製剥片石器」の名称は『朝

日遺跡Ⅳ』の報告書で使用されたものである。こ

の名称については「製作技術上等の意味合いにお

ける分類としては包括的な内容を持ちすぎ何

らかの目的に使用された利器としての石器の名称

としては不適切」という批判もある(文献17) 。

確かに漠然とした名称ではあるが、機能・用途が

特定されていないという現状、他に適当な名称が

用意されていないことから便宜的にこの語を使用

することにした。他の地域との整合性をとるなら

ば「横刃形石器」の名称が比較的普及していると

思われるが、他地域との関係や横刃形石器の定義

など未検討であることから今回は保留し、 「粗製

剥片石器」として包括的にまとめることにした。

2■粗製剥片石器の分類

素材剥片による分類

粗製剥片石器の製作技法は、扇平な円磯の側面

に打撃を与え、得られた剥片をそのまま用いる

か、簡単な加工を加えるだけの単純なものであ

る。剥離面には、バブルが発達したものもみら

れ、通常、打撃点と反対側に生じる鋭い縁辺を刃

部とする。加えられる調整加工が少ないため、石

器の形状は、素材となる剥片の形状に規定される

部分が大きい。

この剥片石器の製作技法については、打製石斧

の素材剥片の製作工程と密接に関係するようであ

る。打製石斧の素材剥片あるいは製作時に生じた

剥片と報告されているものには、粗製剥片石器と

類似したものが多く認められる(文献13・18等)。

小林公明氏は、円礫からの剥片採取技法を「扇平

円礫打割技法」と呼称、説明している(文献15)。

さらに剥片の分類については、長野県飯田市の恒

川遺跡の報告書において詳細な説明がなされてい

る(文献16) 。ここでは恒川遺跡報告書を参考に

しつつ、剥片の自然面と剥離面の関係から大きく

3種類に分類しておく。 (第1図)
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Ⅰ類一方の面が自然面からなる。扇平な円礫

から採取される一次剥片を素材とするもの。

平面形は、円形・縦長楕円形・横長楕円形・

貝殻状と多様なものがみられる。

Ⅱ類両面とも剥離面からなるが、一方の面に部

分的に自然面を残す。円磯から採取される二次

以降の剥片で、一次剥片剥片採取位置に対する

二次剥片の打撃点の位置により形状が左右され

る。

Ⅲ類両面とも剥離面からなる。連続して剥片を

採取したもので、全く自然面を残さないかある

いは背部ないし側面に部分的に自然面を残す。

剥片の形状は、以前の剥離面の形状、打点の位

置などによる影響を受け不定型なものが多い。

調整加工による分類

調整加工が施される部位は背部、側面、刃部で

ある。剥離及び敲打による背部、側面への加工は

剥片石器の形態的な部分を規定し、刃部への調整

は機能部の形状に関わってくる。刃部に施される

調整には連続した調整剥離があるが、後述する使

用痕と区別が難しいものもあるため、ここでは背

部、側面-の加工の有無により、形態的な分類を

行う。 (第2図)

A類調整加工を全く行わず、素材剥片をそのま

ま使用するもの。

B類背部に敲打、剥離等による調整を施すもの.

C類側面に何らかの調整を施すもので、削ぎ落

としたり、敲打、剥離などの調整を加える。

その形状によりさらに細分される。

1.両側面上部に大きな抉りを入れるもの。典

型的なものは、 「有肩扇状形石器」に類似

する。

2.両側面上部に敲打、剥離による調整を施す

が、大きく抉れないもの。

3.両側面を直線的に大きく削ぎ落とす形態の

もの。平面形は台形状を呈する。 (背部がな

く三角形を呈するものも含む)

4. 3と同様だが、平面形が長方形に近い形態

を呈する。

5.両側面にわずかな調整痕を残すもの。小さ

な抉り状のものが典型だが、使用痕による剥

離と判別が難しいものもある。

D類背部及び側面に調整を施すもので、 B類、

C類の複合。細分はC類に同じ。

以上の素材剥片の分類及び調整加工が、粗製剥

片石器の形態を規定する大きな要素と考えられ

る。以下、粗製剥片石器の形態上の分類は、 I-

A類、 m-c2類というように表記する。

この他にも、刃部平面形、刃部断面形と刃角、

法量などの属性を想定することができるが、今回

は補足的な説明にとどめる。

刃部平面形外彎・直線・内彎

内彎するものの多くは、使用による刃部の後退

の可能性がある。また、使用の結果磨耗して刃部

の一部が直線状に変形したものもある。刃部平面

形が製作時の形態を反映したものか、使用の結果

であるかは判断を必要とする。

刃部断面形剥片剥離時の偶発的な要素に左右

される部分が大きく、分類するのは難しい。刃角

は鋭いもので10°前後、鈍いものでは60°ぐらい

までと幅がある。計測する部位(何処を刃部と特

定するか)によっても値に幅がでる。

法量形態と並んで重要な項目であるが、実際の

石器は個体ごとの幅が大きく、グラフ上で明確な

まとまりを示さない場合が多い。小型のもので幅

5cm重さ40g、大きなものでlは幅10cm以上、重

さ700g以上のものまである。法量については、

各部位の計測方法等を含め改めて検討する機会を

もちたい。
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形態の時期差

上記の分類をもとに粗製剥片石器の時期的な変

化を概観しておきたい。ただ、現時点では細かな

時期を特定できる資料も少なく、詳細な時期ごと

の形態の変化を明らかにするのは困難である。あ

るいは細かな時期単位での形態の変化はほとんど

ないのかもしれない。本稿では、縄文時代の川地

遺跡、弥生時代の朝日遺跡を代表例としてとりあ

げ、縄文と弥生時代での相似点を中心に概観して

いく。

当地城での粗製剥片石器の初現は明らかではな

い。特に縄文時代の資料は報告例が少なく、不明

な部分が多い。他地域での例を参考にすれば、富

山県馬場山遺跡群(縄文中期) 、新潟県岩野E遺

跡(縄文早期-前期) 、神奈川県一色遺跡(縄文

早期) 、長野県恒川遺跡(縄文中期～)と広範な

地域で同様な石器が認められ、時期も縄文早期ま

でさかのぼる可能性さえある。愛知県内で縄文時

代の粗製剥片石器を最も多く出土しているのは渥

美町川地遺跡である。石器個別の時期は不明だ

が、出土した土器は縄文後期を主体とし、粗製剥

片石器は200点以上の資料が得られている。県内

ではこの遺跡より古い縄文中期以前を主体とする

遺跡での出土例は知られていないが、今後の報告

に注意していきたい。

さて、川地遺跡の資料であるが、報告されてい

る資料は全て一次剥片を素材とするⅠ類で、未加

工のA類が大半を占める。わずかに背部を調整す

るB類4-6があるが、背部の調整であるのか

剥離により背部を刃部に作りかえているのか問題

がある。また、側面をわずかに剥離するC5類の

可能性があるもの(3・7・9・11)もあるが、調

整であるか使用痕であるかいまひとつはっきりと

しない。他にも渥美町伊川津遺跡、豊田市三斗目

遺跡、同三本松遺跡等の資料があるが、いずれも

未加工のA類が主体であり、縄文後晩期では剥片

をほとんど加工することなく使用していたものと

考えられる。

縄文の資料では調整加工が明確ではないのに対

し、弥生時代の資料には各種の調整加工を施すも

のがみられる。弥生時代の代表的な資料として清

洲町を中心に展開する朝日遺跡があげられ、時期

も弥生時代前期から後期まで各時期のものがあ

る。

朝日遺跡の資料では、 Ⅰ類、 Ⅲ類、 Ⅱ類の順に

各種の剥片石器が認められ、調整加工では、 A ・

B・C・Dの各類がある。特徴的なのは両側面に

加工を加えるC類、あるいは側面及び背部に加工

を加えるD類の存在である。この傾向は朝日遺跡

のみでの現象ではなく、甚目寺町阿弥陀寺遺跡を

はじめ濃尾平野周辺の弥生遺跡の多くで認められ

る。なお、三河地域では弥生時代の粗製剥片石器

の報告例は今のところなく、この種の加工を施す

ものが三河地域を含めて存在するかは今後の資料

を待たなければならない。

これまでの報告では弥生前期の資料に恵まれて

いないが、一宮市山中遺跡出土資料にI-Cl類

があり(第7図29) 、弥生前期には両側面に明確

な調整加工を施すものが出現しているものと考え

られる。

最後に粗製剥片石器の終末の問題である。一部

には弥生後期の可能性を有する資料もあるようだ

が(石黒立人氏の御教示による) 、筆者はまだ確

認していない。今のところ弥生中期末を最後に急

速に衰退するものと理解している。

3.使用痕

石器の機能・用途を推定する方法として、石器

に残された使用痕を分析する方法がある。粗製剥

片石器の場合形態上の特徴が乏しく、刃器という

以外には積極的に機能・用途を類推することは難
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しい。しかし、刃部を観察するといくつかの特徴

的な痕跡を兄いだすことができ、この痕跡が生じ

るメカニズムを明らかにすることで具体的な機

能・用途に迫ることができるものと考えている。

ここでは、肉眼で観察される粗製剥片石器の刃部

の状態について代表的なものを記載する。

刃部の状態(第3図)

ae剥離。数mm- 1cm台の剥離が連続するもの、

片面のみあるいは両面に認められる。

b.数mm程度の小剥離。連続的なものと非連続的

(ランダム)なものがある。

C.磨耗。刃端にわずかな面をもつ。発達部の刃

部平面は直線的になるものが多い。

de磨耗、あるいは磨面。わずかな光沢を有する。

e.欠損(折れ) 。刃部断面が薄いものにみられ

る。

fe刃潰れ、あるいは敲打痕。周辺に剥離を伴う。

g.刃部周辺に光沢痕。いわゆるコーングロス。

abについては使用痕だけでなく、調整剥離も

含まれる可能性がある。判断が難しいのはbの小

剥離である。非連続的なものについては使用痕、

すなわち刃こぼれ等の痕跡と推定されるが、連続

的に小剥離が認められるものについては調整加工

の可能性も考えられる。 C以下は何らかの使用痕

と思われる。 C、 dは刃部の磨耗で、 dは磨製石

器の表面のような滑らかな外観でわずかに光沢を

有するのを特徴とする。いずれも対象物と刃部と

の継続的な接触によって生じるものであろう。 f

も磨耗の一種とみられるが、典型的なものは刃端

が白く変色し丸味をおびた面になり、刃部の本来

の鋭さは失われている。むしろ敲石の敲打部に類

似しており、刃部に直交した線上の痕跡をとどめ

るものもみられる。刃縁に剥離を伴うなど、強い

衝撃を受ける作業が予想される。 gはいわゆる

コーングロスで、ロー状光沢ともいわれるように

ローを塗ったような独特の強い光沢である。

上記の刃部使用痕は個別に観察されるかあるい

は複数の痕跡が複合して観察される。後者につい

ては、同一の作業において複数の使用痕が同時に

生じる場合と、別用途への転用により当初とは異

なる使用痕が形成される場合がある(gの後にf

の使用痕が発達する例など) 。

使用痕の分析には肉眼レベルでの観察だけでな

く金属顕微鏡等を用いた微細な痕跡を分析する方

法があり、多くの成果をあげている。今回取り上

げた資料のなかにも、金属顕微鏡による観察を実

施したものがあり、いくつかの資料で使用痕を確

認している。現段階では体系的な分析を行ってお

らず検討できないが、使用実験によるデータの蓄

積と使用痕の類型化を図ることで、機能・用途推

定の大きな手がかりになるものと期待される。

4●粗製剥片石器をめぐる問題

形態上の差異では、縄文と弥生では大きな違い

が認められる。縄文の資料は剥片に対して調整加

工を施すものは少数で、ほとんどがⅠ類の剥片を

未加工のまま用いるA類が主体である。これに対

して朝日遺跡を代表とする弥生時代の資料では、

側面を中心にはっきりとした加工を施すC類、 D

類が加わり、形態的なバリエーションが豊富にな

る。これは製作時に特定の形態を意図した作り分

けが行われていたということであり、機能・用途

の違い、使用法の違いが形態の違いとして表出し

ていると理解したいところである。この意味にお

いて形態的に未分化な縄文と各種の形態に分化す

る弥生という対比ができ、同一の製作技術による

石器であっても、機能・用途、使用法など縄文と

弥生では質的に異なる部分を多分に含んでいた可

能性がある。
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弥生時代の粗製剥片石器に特徴的な使用痕にg

とした刃部周辺に認められる光沢痕がある。コー

ングロスと呼ばれるこの光沢痕はイネ科植物の切

断によって生じることが明らかにされており、粗

製剥片石器の機能・用途のひとつがイネの収穫具

であったことはほぼ間違いないであろう。朝日遺

跡でgが確認されているのは24点と全体の資料の

なかでは少数であるが、肉眼で観察されるほど発

達するにはかなり長期の使用が前提となるであろ

うから、顕微鏡を用いた使用痕分析の結果によっ

てはさらに数は増えるものと予想される。朝日遺

跡の資料でgが確認されている資料の形態をみる

と、 1類を主とするC.D類の占める比率が高

く、若干A類が伴う組成になっていおり、側面調

整との結びつきが強い。弥生時代における粗製剥

片石器の質的変換の背景に収穫具としての側面が

強く関わっていることが考えられる。

粗製剥片石器について収穫具という側面に着目

し言及した論考は多くみられる。春成秀爾氏は縄

文晩期伊川津遺跡の報告書で粗製剥片石器(報文

ではスクレーパーb類)を穂摘具と評価し、打製

土掘具とセットをなす縄文晩期の農耕を想定して

いる(文献22) 。春成氏がコーングロスとした資

料(第7図27)を筆者は確認していないが、今の

ところ明確なgコーングロスは縄文時代の資料で

は確認していない。縄文の農耕そのものを否定す

るわけではないが、粗製剥片石器の用途を収穫

具のみに直結させるのは危険であろう。弥生時代

前期には明確にgを確認できる資料が存在する

が、これと関連して問題となるのは磨製石庖丁と

の関係である。加藤安信氏は当地域の磨製石庖丁

の稀少さとあわせ、磨製石庖丁を儀礼的、象徴的

な道具、粗製剥片石器を日常的な収穫具と捉えよ

うとしている(文献14) 。粗製剥片石器の社会的

な側面に関わる問題として注目される見解であろ

う。

粗製剥片石器の機能・用途について収穫具とし

ての側面は大きな問題であるが、他の用途を推定

するべき資料も多く、問題を収穫具のみに集約す

ることはこの石器に対する理解を一面的なものに

してしまうおそれがある。縄文、弥生の両資料に

認められるC、 dの磨耗、あるいは朝日遺跡をは

じめ弥生遺跡に類例が多いfの刃潰れ(敲打)な

ど、 g以外の使用痕はほとんど機能・用途の特定

が十分に行われていない。粗製剥片石器という包

括的な区分のなかには、多様な機能・用途が含ま

れていると考えられ、まだよく解明されていない

縄文の資料も含め、具体的な機能.用途を追究し

ていく必要性があるものと思われる。
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第 1 表 第 4 ～ 6 図掲載資料観察表

番号 報告書図番号 . 分類 刃部 法量(長×帽×厚 .重) 石材 出土遺構 時期 備考

1 第2 8図60 I eA b 8.2×10.0 ×2 .1 ・20 4 砂岩 縄文後期 ー

2 第29図86 :ト A a 5e5×7 .1×1.5 ・7 2 砂岩 縄文後期 喜

3 第29図79 I -C 4 ? b 6.7 ×12.6 ×2 .1 ・224 砂岩 S D 02 縄文後期 菓

4 第29図85 I .B b 5.4 ×5 .9 ×1.4 ・4 6 砂岩 縄文後期 i

5 第28図6 2 I lA b . e 7.5×9 .1×1.2 ・104 砂岩 . 縄文後期

6 第29図84 I -B e 5.8×9 .4 ×1.3 ・8 2 砂岩 縄文後期

7 第29図87 I -C 5 ? b . C 6e5 ×(8.7 )×1.5 ・(10 6) 砂岩 縄文後期

8 第29図88 I -A d 6.4 ×(5.6 )×1.5 ・(6 2) 砂岩 縄文後期

9 第29図89 I -C 5 ? d 4.5×7 .6 ×1.2 ・5 0 砂岩 S D 0 1 縄文後期

10 第29図82 I■A a 5.8×10.2 ×1.4 ・12 6 砂岩 S D 0 1 縄文後期

ll 第28図72 I -C 5 ? a ・e 10 .3 ×15 .3 ×2 .0 ・43 2 砂岩 S D 01 縄文後期

12 図版 I -10-1 I eA a . g 12 .4×9.4 ×2 .8 ・35 0 砂岩 S D X ffl 弥生中期前葉～中葉 a 後 g 発達

13 図版 I -15 -12 I :A d 9.9×6 .9 ×1.4 ・100 抑 九似 弥生

14 図版 I ・15-4 I -C 2 d 9.0 ×6 e8 ×2 .5 ・156 濃飛流紋岩 弥生

15 図版 I -14-3 I -C 5 e 7.5×7 .0 ×2 .6 ・144 花尚岩 弥生

16 図版 I ・10-5 I -D 2 f 6.6 ×10 8× 1.9 ・12 7 砂岩 弥生

17 図版 I -12-4 I 一D 2 f 10 .1×14 .9 ×4 .0 ・69 2 砂岩 S D X IV 弥生中期末～後期

18 図版 I -9-3 I -D 2 g 8.4 ×11.0 ×1.9 -187 砂岩 弥生

19 図版 1 -8-2 I -C l b . g 6.7×8.3 ×2 .0 ・12 1 砂岩 弥生

20 図版 I;-8-4 I -C l b . g 8.1×7 .3 ×1.1 ・84 泥岩 S B 22 弥生中期末

2 1 図版 1 -9-2 I -D 2 g . f 6.8×10.6 ×1.5 -109 砂岩 弥生 g 後 f 発達

22 図版 I ・10-7 n -C 3 b e g 12 .4 ×9.4 ×2 .8 ・35 0 砂岩 弥生 b 後 g 発達

23 図版 I -10-6 n -C 3 g . e 6.6×8 .1×1.2 -47 砂岩 弥生

24 図版 I -ll-1 ffl -A - C . e 7.6 ×9 .2×2.2 -15 2 砂岩 S D X I 弥生中期末

25 図版 I -17-8 ffl -D l a or f 7.2 ×11.2 ×0.9 -8 5 頁岩 S D 15 弥生

26 図版 I ・16-6 ⅢlA f 9.8×7 .9×4 .6 -39 6 砂岩 - 弥生

第 2 表 県内粗製剥片石器出土遺跡一覧表

遺跡名 所在地 ー 分類 時期 石材 名称 文献

川地遺跡 渥美町 I-A ・I -B 縄文後期 砂岩 粗製剥片石器 文献9
麻生田大橋遺跡 皇川市 I-A 他 縄文晩期 剥片石器 文献3

伊′津遺跡 渥美町 IeA 縄文晩期 砂岩 .流紋岩 スクレーパー 文献 10
三本松遺跡 皇田市 I-A 縄文晩期前半 !安山岩 掻器 .削器 文献6

元屋敷遺跡 一宮市 IlA 他 弥生前期 砂岩等 剥片石器 文献12

山中遺跡 一宮市 I-A ・I -D 3 弥生前期 細粒砂岩 .ホルン7Jルス 横刃形石器 文献5

月縄手遺跡 名古屋市西区 I-A 弥生前期 石英斑岩 粗製剥片石器 文献8

朝 日遺跡 清洲町 各種有り 弥生前期～中期末 砂岩 e安山岩等 -粗製剥片石器 文献7

朝日遺跡 清洲町 I-A ・I -C l 弥生中期 砂岩 .柵ン九似 !-不定形刃器 文献1

勝ノー遺跡 春日井市 i-A ・m 弥生中期～後期 横刃形石器 文献4

阿弥陀寺遺跡 甚 目寺町 各種有り 弥生中期中葉～末 一 一刃器 文献2

西士賀遺跡 名古屋市 I-C l 弥生中期中葉～未 粗製剥片石器 文献20

大平遺跡 尾西市 I-C l 弥生中期 I安山岩 I剥片石器 文献24
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一千

第4図粗製剥片石器実測図(1) (1 : 3)

-105-

第4-7図

1-11川地遺跡

12-26朝日遺跡

27伊川津遺跡

28月鳥手遺跡

29山中遺跡

*各報告書より一部改変して掲載
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第5図粗製剥片石器実測図(2) (1 : 3)
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第6図粗製剥片石器実測図(3) (1 : 3)

第7図粗製剥片石器実測図(4) (1 : 3)
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愛知県における古代・中世の鉄器生産その1

鈴木正貴・蔭山誠一

1.はじめに(目的と視点・研究史・方法)

日本における鉄器は、弥生時代以降急速に普及

し弥生時代後期から古墳時代前期にかけて石器か

ら移り変わる。愛知県においてもほぼ同様の傾向

がうかがわれ、鉄器の出土例が時代が下るにつれ

増加することからも首肯される。しかしこれらの

鉄器生産を担った鍛冶・鋳造工人や工房のあり

方、基本的に鉄鉱石・砂鉄を産しない尾張地域に

おける鉄素材の供給の受け方といった当時の社会

全体に係わる問題について考古学からの検討はほ

とんどされてこなかった。

愛知県においては、未だ古墳時代以前の鍛冶・

鋳造などの鉄器生産に関する遺構・遺物はあまり

調査されたことがない。奈良時代から平安時代以

降には鍛冶の痕跡と思われる鉄棒の出土が次第に

多くなり、中世においてはかなりの遺跡において

その出土が確認されている。しかしこれまで明確

な鍛冶遺構などがあまりまとまって検出されてい

ないこと(I) 、鉄棒などの鉄資料は包含層中からの

出土が多く、時期決定が困難な場合が多いことな

どから、愛知県下における鉄器生産の検討は古代

や中世の遺跡出土鉄滓などの化学分析を含めた検

討(2)がなされている以外はまとまった報告がされ

ていない(3)。

また他県の古代・中世においても、鉄器生産に

至る製鉄・大鍛冶・小鍛冶といった各段階の調

査・研究は最近の『季刊考古学』で特集がなされ

たように古代の製鉄遺跡と一部の城館跡や町遺跡

を除いては十分な資料蓄積はされておらず、資料

の掘り起こしはこれからの課題と思われる。また

金属学的にも銑鉄からの鋼製造の実証において、

新たな見解が見られるようになり、考古学的な分

析との対応も今後の課題のようである(4)。

以上の研究状況から(5) 、本稿では愛知県内の古

代以後の遺跡において少量ながらも、ほとんどの

遺跡で出土する鉄棒や鉄製品、鉄片などの未製品

を検討し、出土状況の傾向から古代・中世の鉄器

生産の様相を探るための2 ・ 3の可能性を示した

い。

2.鉄資料出土遺跡の概況

(1)検討に取り上げる3遺跡(第1図)

今回検討する遺跡は、一つの地域で一連の遺跡

群としてある程度その様相が明らかになってきた

遺跡で、当埋蔵文化財センターが近年調査した稲

沢市堀之内花ノ木遺跡(6).同大縄遺跡(7).同儀長

正楽寺遺跡(8)を取り上げる。

(2)稲沢市堀之内花ノ木遺跡(第5図)

木曽川から派生する三宅川が稲沢市内に入り、

国府宮から儀長町の範囲で顕著な蛇行ループ状の

流路をみせる地域にあり、三宅川左岸の自然堤防

上に立地する。尾張国分寺跡の南緑が東西約420

mにわたって調査されている。西から東にA区-

H区に分かれており、 A区・B区・C区・D区・

Ea区・Fa区において古代(8世紀-9世紀)

の遺構があり、尾張国分寺の成立と廃絶に関連し

て3段階が設定されている。 C区・ D区の東半部

からEa区・Fa区を中心に集中する傾向があ

り、国分寺の寺城の一部を区画すると思われる溝

と竪穴住居などが分布している。中世(12世紀後

辛-15世紀前半)の遺構は、 Ea区・Eb区・E

c区・Fa区・Fb区・Fc区・G区・H区に分

布しており、 12世紀後半-13世紀前半の土坑群と

13世紀後半-15世紀前半の区画溝が掘られる2時

期に分けられている。特に、区画溝・土坑はEa

区・ Fa区からG区にかけて集中している。その

愛知県埋蔵文化財センター年報　平成8年度　1997.3



他に古代の遺構分布に重なって弥生時代後期～古

墳時代前期の竪穴住居等の遺構と、 B区からG区

にかけて近世の溝4条・土坑1基がある。

鍛冶に関しては、 8世紀後半のSD13から鍛冶滓

片、 9世紀のSD30から炉壁片が出土したことか

ら該期に周辺で鍛冶が行われたことが想定されて

いる。

(3)稲沢市大縄遺跡(第6図)

三宅川左岸自然堤防上に立地する遺跡で、堀之

内花ノ木遺跡の西200mに浅い谷を挟んで隣接す

る。東南東から西北西-約120mにわたって調査

されている。東から西にA区・B区・C区と分け

られており、 B区において中世(13世紀～15世紀

前半)の区画溝・用水用溝・土坑群が確認されて

いる。この他に、古代の瓦・須恵器・灰釉陶器・

緑釉陶器等も出土しているが、古代の遺構は不明

である。

(4)稲沢市儀長正楽寺遺跡(第7図)

三宅川右岸の自然堤防上に立地する遺跡で、大

縄遺跡から三宅川を挟んで、西約200mの地点に

ある。東南東から西北西へ約360mにわたり、東

から93区94A区94B区94C区94D区に分

けて調査されている。遺跡は古墳時代前期-江戸

時代の複合遺跡で、 12世紀後半-14世紀前半の時

期に区画溝に囲まれた居住地が93区94A区・94

B区の東側と94D区の西側に展開している。遺構

としては掘立柱建物6棟、柵2条、井戸11基、土

坑多数があり、 5段階の遺構変遷が考えられてい

る。

3.鉄資料の観察

遺跡から出土する鉄資料には、製鉄する前の鉄

鉱石・砂鉄、製鉄・鍛冶といった鉄加工に伴って

生成される鉄滓(金糞) 、遺構の一部である炉
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壁・鞴の羽口、鉄加工に必要な溶媒材や燃料、各

工程で使われる道具類、鍛冶の段階で出される未

製品・製品がある。

今回検討を行った鉄資料には製鉄の段階に関す

るものはなく、鍛冶に伴う鉄滓、鉄製の製品・未

製品、炉壁、楯の羽口があり、その大部分は鉄滓

と鉄製の製品・未製品である。他に鍛冶に使った

と思われる溶媒材については今回自然科学的分析

を行っておらず、遺物の中から区別して抽出する

こともできていないので取り上げていない。また

鉄加工に使ったと思われる道具類も出土していな

い。

ここでは上記の3遺跡から出土した鉄資料の

(1)肉眼的観察と簡易な検査を行い、一覧表を

作成し、 (2)各遺跡の鉄資料の傾向とその出土

傾向を分析した。今回の観察では『清洲城下町遺

跡Ⅴ』で実施した(9)方法を基礎にしているが、 a

種別、 g金属反応、 1炉材、 mガラス質の項目に

ついては基準を変更している。

( 1 )鉄資料の肉眼的観察と簡易検査の調査方法

(第2図-第4図、第1表～第5表)

鉄資料について以下の13項目の調査を実施した。

a種別

表面観察による形状分析を基本に一部f着磁度

反応とg金属反応の分析を利用して以下のように

種別を分けて表記した。

形状から鉄滓は椀型滓・流動滓・再結合滓・鉄

塊系遺物に分けられる。また、 f着磁力反応・ g

金属反応から反応のある含鉄鉄滓とない普通の鉄

滓とに区分した。形態的に釘と分かるもののみ釘

と記載した。

ここで種別したものについて示す。

鉄淳一製鉄・鍛冶の鉄加工の各段階で原料及び半

加工品・廃棄物を炉の中で溶融させた際に生じる

非鉄成分が多い滓部分。

椀型淳一鍛冶の段階に炉の底の部分に生まれる鉄

滓、炉の底の形を反映した平面円形断面椀型の形

になる。大部分のものが2分の1、 4分の1、 8
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分の1に破割りされている。鉄分を含んだ含鉄椀

型滓(第3図8)と含まない普通の椀型滓(第2

図1、第4図14)がある。

流動滓…一般には流動状の鉄滓で、製鉄炉・鍛冶

炉の内外で生成された鉄滓をいうが、今回は椀型

滓・再結合滓以外の鉄滓を全て含んだものをいっ

ており、 b形状には偏平・磯状・凸凹のものがあ

る。椀型滓に比べて小型である。 mガラス質の様

子でガラス質1と2の流動滓A (第3図7)とガ

ラス質2の流動滓B (第2図3)の2種に分けて

いる。

再結合淳一鉄滓や鉄製品・半製品、小石粒等が熱

の他に水分や土庄等で再び付着した鉄滓状のもの

で、椀型滓や流動滓のように構造的形態をして

いない。鉄製品・半鉄製品等の鉄分を含んだもの

を含鉄再結合滓とした(第2図2、第4図11) 。
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鉄塊系遺物・・・いわゆる鉄塊で、表面観察では鉄分

の錆膨れによる表面のひび割れが特徴で、整理後

分裂しているものもある。 f着磁度反応の強いも

のが多く、 g金属反応のあるものがある(第2図

4)。

含鉄遺物-鉄製品・半製品の錆膨れした鉄滓状の

もので、そのほとんどが刀子・釘・鉄片の錆膨れ

したものと思われる。高師小僧も含まれる。 b形

状から偏平(第4図9) ・棒状(第2図5・6、

第4図12・13)磯状のものがあり、 g金属反応

を残すものもあるが、相対的にf着磁度反応は弱

い。

b形状

資料の形状を磯状・偏平・凹凸・椀型などに区

分して表記した。

C完欠

資料の遺存状況を示した。椀型滓はほとんどが

割られた状態で出土しているため欠となっている。

d重量

資料の全重量を1 g単位で計測した。

e法量

資料の長径・短径・厚さを0. 1 cmの単位で測定

した。

f着磁度

直径30mm・1300ガウス0.13テスラ)のリング

状フェライト磁石を用いて、着磁反応を示す距離

を測定し、 0から5までの6段階に着磁度を区分

して表示した。

0-全く反応しないもの

1-0cm- 1cmの範囲で着磁反応するもの

2- 1cm-- 2cmの範囲で着磁反応するもの

3・・・2cm-- 3cmの範囲で着磁反応するもの

4-3cm--4cmの範囲で着磁反応するもの

5-4cm- 5cmの範囲で着磁反応するもの

g金属反応

簡易な金属反応器(松下電工、壁うらセンサー、

プロ用、 EZ380B)をもちいて金属分の残存状

況を測定した。反応があったものを3段階に分け

て表記した。

0-全く反応しないもの

1-かすかに反応するもの

2-確実に反応するもの

ただし、金属反応では資料の表面に付着する錆

などがある場合はほとんど反応しないし、ここで

いう3段階区分には明瞭な科学的な基準がない。

h発泡

資料中の気泡の痕跡が存在するものに○を記載

した。鉄滓のここでいうmガラス質部分によく見

られる。内部にあるガス分が抜け出た痕跡であ

る。

1小石粒

資料中に炉材とは異なる小石粒を包含するもの

に○を記載した。椀型滓の上面・下面に付着する

ものがあり、今回確認した中では、チャートの

0.5cm-1.0cmのものがあった。

J植物残痕

資料中に植物繊維状の庄痕等が残存するものに

○を記載した。椀型滓の上面や再結合滓などに付

着している。

k木炭

資料中に木炭を包含するものに○を記載した。

1炉材

資料表面に炉材の一部と思われる粘土・石材が

付着するものに○を記載した。椀型滓の下面や流

動滓の一部に付着しているものがあった。

mガラス質

資料中にスラグ状の部分を包含するものをその

重みと表面観察から3段階に分けて表記した。

0-ガラス質がないもの、不明瞭なもの

1-ガラス質を包含し、そのガラス質が重く、色

調が黒色から黒褐色で、比較的気泡が小さく少

ないもの
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2-ガラス質を包含し、そのガラス質が軽く、色

調が灰色がかった黒色から暗灰色で、比較的気泡

が大きく多いもの

n備考

資料表面の付着物・固着(粘土等と共に水酸化

鉄が固着した現象を指す)の有無等の特記事項を

記載した。

(2)各遺跡の鉄資料の傾向

前節で行った観察をもとに各遺跡の鉄資料の出

土傾向の分析を行う。そこで各遺跡の調査区を東

西10mごとに区切って鉄資料の分布を示したのが

第5図-第7図である。

①稲沢市堀之内花ノ木遺跡出土鉄資料(第2図・

第5図)

出土した鉄資料の分布のピークが大きくC区中

央部を中心とする地点とEa区からEc区を中心

とする地点の2つに分かれる。 C区を中心とする

西の地点は、報告書において鍛冶の想定がなされ

ているものである。また今回の検討によりもう一

つの東側の分布が確認され、この地点はE a区と

E b区の境界部分にある末調査地を挟んでさらに

微妙に東西2つの分布のピークがあるようであ
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る。それぞれの分布のピークは、椀型滓、流動滓

A、流動滓B、含鉄再結合滓、再結合滓、鉄塊系

遺物、各形状の含鉄遺物がほぼ重なる形で分布し

ていることが分かる。椀型滓や流動滓などの鉄滓

は比較的まとまって分布するのに対して、再結合

滓や含鉄遺物は鉄滓に比べてやや拡散して分布し

ている点に特徴がある。

C区中央部を中心に分布する一群は、 SD13出

土鉄資料の年代から、 8世紀後半の段階に営まれ

た痕跡が反映したものと思われる。同様にEa区

を中心に分布する一群は、竪穴住居から鉄資料が

出土していることから9世紀に、 Eb区からEc

区を中心に分布する一群は、周辺に古代の遺構が

稀で、出土した鉄資料は中世以後の遺構から出土

していることから、鎌倉時代-室町時代に営なま

れた痕跡が反映されたものと考えられる。

②稲沢市大縄遺跡出土鉄資料(第3図・第6図)

本遺跡の鉄滓は他の2遺跡と違い、仝27点の鉄

滓の中で椀型滓が14点を占め、他に流動滓A9点、

流動滓B3点、含鉄遺物3点、釘4点、炉壁2点

がある。一部耕作による撹乱が及んでいたが、鉄

資料はほぼ限られた範囲で分布している。椀型滓

の中で金属反応を残す鉄分のある含鉄椀型滓が2

点あり、鉄滓の種別の偏り(椀型滓が多い)と併

せて注目される。この一群の鉄資料の時期は、 13

世紀前半に想定される土坑S K46から流動滓Aが

出土していること、本遺跡のほとんどの遺構が12

世紀後半-15世紀前半のものと考えられること、

出土遺物の中心も12世紀中葉-13世紀前半にある

ことから、相対的に12世紀中葉-13世紀前半のも

のと考えられる。

③稲沢市儀長正楽寺遺跡出土鉄資料(第4図・第

7図)

鉄資料の分布のピークが東側の93区から94A

区94B区の東半分の部分と西側の94D区の大き

く2つある。東側の分布では、 94A区中央にある

2条の溝SD07・SD08を挟んで93区から94A区

東側と94A区西側の2つの分布のピークが存在す

る。また94D区の分布は、やや94D区西側に分布

の中心があるが分散している。鉄滓の種別では東

側の94A区西側の一群で椀型滓2点、流動滓A2

点、流動滓B5点などの鉄滓とともに鞴の羽口片

が1点(第4図10)出土しており、注目される。

含鉄遺物の分布は鉄滓の分布と基本的に重複す

る。堀之内花ノ木遺跡と同様な種別構成である。

これらの鉄資料の時期は、古代の遺物・遺構も

存在するが、遺跡の主体は12世紀後葉-14世紀前

半にあり、遺構から出土している鉄資料のほとん

どがこの時期に想定されているものに限られるの

で、遺構の変遷と併せて考えると、東側の93区か

ら94A区東側の一群が12世紀後菓-13世紀中葉、

94A区西側の一群が13世紀中葉-13世紀後葉、西

側の94D区の一群が13世紀中葉-14世紀前半と考

えられる。

4.まとめ(鉄資料分析の可能性と今後の課題)

前章で各遺跡における鉄資料の種別の分布とそ

の時期について検討を加えた。先述したようにこ

れらの鉄資料は包含層からの出土や中・近世の大

型遺構からの出土が多い。当然のことであるが、

鉄資料の出土が多い所には、当時の生活に伴う土

器等の遺物も多く、鍛冶遺構の検出されていない

現状では、生活の消費に伴う廃棄が反映している

可能性も高い。従って鉄資料の遺構出土もその時

期の下限を示すに過ぎず、鉄資料の生成された時

期決定も遺構変遷の相対的に大きいピークに合わ

せているのが現状で、その他の生活の遺構との細

かい共存関係は検討できていない。

しかし、今回の分類・表現できた鉄資料の種別

による分布から各遺跡で鍛冶が行われた可能性は

愛知県埋蔵文化財センター年報　平成8年度　1997.3



高く、考古学的には当時の鍛冶場(工房)の特定

がある程度想定できていると考える方が建設的で

ある。

ところで、鉄資料の種別の組み合わせには、堀

之内花ノ木遺跡・儀長正楽寺遺跡と大縄遺跡の鉄

資料で大きな違いがある。椀型滓が多く含鉄遺物

の少ない大縄遺跡と椀型滓が少なく含鉄遺物の多

い堀之内花ノ木遺跡・儀長正楽寺遺跡とに分か

れ、後者の2遺跡では前者に比べて流動滓Bの出

土が多い点も特徴である。

この違いは何を意味するのであろうか?自然化

学的分析を行った堀之内花ノ木遺跡の報告では大

鍛冶と小鍛冶の両方を行った鍛冶滓(分析資料

9)が測定されており、また室遺跡においても同

様な結果が出されている(10)。この2遺跡では鉄の

精錬と鉄器加工の両方が同じ場所で連続して行わ

れていた可能性が高く、従来言われている様な大

鍛冶・小鍛冶という工程の区別は不明瞭なものな

のかも知れない。しかし、隣接する遺跡の間で鉄

滓類の違いだけでなく、鉄器加工に伴うと考えら

れる鉄製品やその廃棄物や素材と思われる含鉄遺

物の量が対応して異なるのは、これらの出土地点

が重なる以上、これら鉄資料の間には何らかの有

機的関連があり、遺跡によって異なる鉄加工の工

程が行われた可能性があるのではないだろうか。

以上のように考えるならば、大縄遺跡では鉄の精

錬を主体とする鍛冶工程が、堀之内花ノ木遺跡・

儀長正楽寺遺跡では、鉄器加工を主体とする鍛冶

工程が営まれたことを想定したい。

鉄資料の分布形態においては中世の堀之内花ノ

木遺跡の一群、遺構との関係が不明瞭な大縄遺跡

の一群の分布を除くと古代においては溝により区

画された内部にある竪穴住居群を中心に、中世に

おいても溝により区画された井戸等の生活遺構の

多い区画内側に出土が多く、これらでは屋敷など

の一角において鍛冶が行われた可能性が高い。

以上、今回の検討で鉄器生産に関する1. 2の

問題と可能性について指摘することができた。今

後も鉄資料の分類自体の問題を含めて検討してい

かなければならないが、当面はより多くの類例を

集め、典型的な鉄資料のタイプを模索していくこ

とが、愛知県下の古代・中世における鉄器生産研

究の課題と思われる。また並行して考古学的成果

に基づいた鉄資料の構造・成分分析を行っていく

必要があると思われる。

最後に今回の分析をする際に、 (財)千葉県文

化財センター小林信一氏・横山仁氏、 (財)茨城

県教育財団川井正一氏、石岡市教育委員会安藤敏

孝氏には鉄資料の分析方法を御教示いただいた。

資料の実見・文献調査にあたっては、稲沢市教育

委員会北條献示氏・日野幸治氏、一宮市博物館岩

野見司氏・久保禎子氏には大変お世話になった。

また蟹江吉弘氏・赤塚次郎氏・池本正明氏・服部

俊之氏には調査時の状況など御教示いただいた。

記して感謝の意としたい。

本稿は鈴木と蔭山が協議の上、蔭山が執筆し

た。なお第2表・第3表の堀之内花ノ木遺跡の自

然科学的分析資料(1-35)は、分析成果を参考

に蔭山が写真から種別・大きさなどを判別してお

り、分析結果とは必ずしも対応していない。分析

の資料番号を備考に記載した。報告書と合わせて

参照されたい。

(1)愛知県下の事例としては、一宮市清郷遺跡

で鍛冶炉跡が確認されている程度である。

一宮市「清郷遺跡」 『新編一宮市史』 1974

(2)川井啓介・服部俊之編『室遺跡』 (財)愛

知県埋蔵文化財センター1994

蟹江吉弘編『堀之内花ノ木遺跡』 (財)愛知県
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埋蔵文化財センター1994

鈴木正貴編『清洲城下町遺Ⅴ』 (財)愛知県埋蔵

文化財センター1995

名古屋市見晴台考古資料館『名古屋城三の丸遺跡

第6 ・ 7次発掘調査報告書』 1995

(3)財団法人総合鋳物センター刊『東海鋳物

史稿』 1964では、尾張北西部の中世の鋳物師

(秩)を探求する上で、清郷遺跡の他周辺の地

域から出土した鉄資料や木曽川水系で採集でき

るとされる砂鉄との関連などを文献調査・化学

分析を含めて追究されている。

(4)雄山閣『季刊考古学』第57号1996

(5)その他に、

窪田蔵朗『改訂鉄の考古学』雄山閣1987

同『製鉄遺跡』ニューサイエンス社1983

藤尾慎一郎編『国立歴史民俗博物館研究報告』

第58集国立歴史民俗博物館1994

雄山閣『季刊考古学』第8号1984

穴澤義功「製鉄遺跡から見た古代・中世の鉄生

産」奈良国立文化財研究所平成6年度埋蔵文

化財発掘技術者特別研修「製鉄遺跡調査過

程」資料1994

川井正一編『鹿の子C遺跡』上下(財)茨城県教

育財団1983

阿久津久「国衙工房に見る鉄器生産について一鹿

の子C遺跡を中心として-」 『茨城県立歴史館

報』 17茨城県立歴史館1990

を主に参考にした。鉄生産に関わる文献はその他

にも枚挙にいとまがない。

(6)蟹江吉弘編『堀之内花ノ木遺跡』 (財)愛

知県埋蔵文化財センター1994

(7)水谷寛明・蔭山誠一「大縄遺跡」 『平成7

年度年報』 (財)愛知県埋蔵文化財センター

1996

(8)池本正明編『儀長正楽寺遺跡』 (財)愛知

県埋蔵文化財センター1996

(9)鈴木正貴「金属滓分析」 『清須城下町遺

跡Ⅴ』 (財)愛知県埋蔵文化財センター1995

10)川崎テクノリサーチ株式会社・服部俊之

「鉄滓類の分析」 『堀之内花ノ木遺跡』 (財)

愛知県埋蔵文化財センター1994

川崎テクノリサーチ株式会社「室遺跡および

関連遺跡出土鉄滓の分析」 『室遺跡』 (財)餐

知県埋蔵文化財センター1994
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尾張平野における中世井戸の構造とその変遷に関する覚書

北村和宏

1はじめに

近年、尾張平野各所において発掘調査が進展す

るにつれて、これまで判然としなかった尾張平野

の中世集落の具体的様相が次第に明らかになりつ

つある。こうした中世集落跡で数多く検出される

遺構のひとつに「井戸」遺構(以下、井戸)があ

る。この小塙では、尾張平野(調査例が少ない犬

山扇状地、段丘、洪積台地上を除く)検出の中世

の井戸を取り上げ、その構造および変遷と画期に

ついて、若干の整理・検討を加えてみようとする

ものである(1)。

なお、 「中世」の井戸を問題にする場合、その

前後の時期の井戸との比較・検討は欠くことので

きない作業である。しかしながら管見の限りで

は、考古学上の古代末から中世初に位置付けられ

る灰釉陶器猿投窯編年の折戸第53号窯式～百代寺

窯式および南部系山茶椀編年の第3型式の時期の

検出例を兄い出し得ない。したがってここでは検

討の対象とする年代については、所謂「中世陶

器」の出現直後の南部系山茶椀編年の第4型式を

その上限年代とし、下限については、中世末～近

世初に位置づけられる安土桃山時代を含む美濃・

瀬戸窯編年の大窯期までとする(2) 。

2井戸の分類

井戸構造の相違に着目した分類については、こ

れまでに、宇野隆夫氏をはじめとする先学諸氏に

よっていくつかの体系的な試案が提示されている

(宇野隆夫1982ほか) 。呼称法等々の細部はとも

かくとして、分類の枠組みについては、概ね一致

しているように見受けられる。ここでは、小都隆

氏の井戸側部の相違に着目した草戸千軒遺跡の中

世井戸についての分類案(小都隆1979をもとに、

若干の私見を加えて尾張平野の井戸を形式分類す

る。特に大きな変更点は、小都氏が「〇〇〇型」

と表記するのに対して、筆者はこれを「形式分

類」と理解し、 「〇〇〇式(形式)井戸」と置換

して表記したことである。そのほか呼称法を一部

改変してもちいている(第1表) 0

尾張平野で検出されている中世の井戸を、円形

曲物側式井戸、方形縦板組隅柱横桟式井戸、方形

縦板組横桟式井戸、方形横板組式井戸、円形桶側

井戸、石組側式井戸、陶器使用式井戸の7つに分

類し、これらに該当しないものについては、便宜

的にその他として一括しておく。この場合、特に

問題となるのが「素掘り式井戸」の扱いである。

いま対象としている尾張平野の低地では比較的湧

水層が高く、発掘調査の経験を踏まえるならば、

構造物のない「素掘り」のままで、井戸として機

能しえたか疑問がある。そのため、掘削が湧水層

まで達している井戸状遺構については、ここでは

形式設定を見合わせた。

以下、井戸側部の構造の相違による各形式につ

いて概述する。

円形曲物側式井戸

底板を抜いた円形の曲物(3)を積み上げて、井

戸側とする形式の井戸。掘形内に曲物が1段ない

し2段ほどのみ遺存する例が多い。これらについ

ては、例えば方形縦板組横桟式井戸が廃棄された

際に井戸側部が抜き取られ井筒(水溜)部として

用いられた曲物が結果的に残存したものを含む可

能性がある。しかしながら、これらを区別するこ

とは事実上困難であり、ここでは便宜的に円形曲

物側式井戸に一括しておくこととする。代表的な

ものとして、大毛沖遺跡(一宮市)の93G区SE05

(文12)があげられる。
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分類 小都隆氏の分類案 (小都隆1979 宇野隆夫氏の分類案 (宇野隆夫1982)

円形曲物側式井戸 円形曲物型 B Ⅷ類曲物積上げ井戸

方形縦板組隅柱横桟式井戸 方形隅柱横桟型 B Ⅳ類縦板組隅柱横桟どめ井戸

方形縦板組横桟式井戸 方形横桟型

...

円形桶側型

B Ⅲ類縦板組横桟どめ井戸

方形横板組式井戸 (BⅥ類横板井龍組井戸)

円形桶側式井戸 B Ⅸ類桶積上げ井戸

石組側式井戸 石組井側 (C類石組井戸)

陶器使用式井戸 陶器井側 (D Ⅱ類土宙組井戸)

第1表分類名対照表

方形縦板組隅柱横桟式井戸

四隅に配した隅柱に柄を穿って横桟を渡し、そ

の外側に板をたて並べて側板とした構造の井戸。

側板は部分的に二重・三重に重ねられる例が多

い。井筒を有するものと有しないものとが存する

が、有する場合は、底板を抜いた円形の曲物が用

いられている。代表的な例として、儀長正楽寺

(稲沢市) SEOl文13) 、森南遺跡(海部郡甚目

寺町SE05 (文15)があげられる。

方形縦板組横桟式井戸

方形に組んだ横桟で、たて並べた側板を支える

構造の井戸。側板下端部に、ひときわ大型の角・

板材を方形に組んだ木組を設置したのち側板をた

て並べて横桟でとめたもの(A類)と、こうした

方形の木組を特に設けないもの(B類)とがあ

る。また他の地域のこの種の井戸には、上の横桟

の落下・ズレを防止するために上下の横桟間の四

隅に支柱(束木)を入れるものと入れないものと

の別がある。管見の限りでは尾張平野においては

後者の例を兄い出しえないので、この相違による

細別はここでは行わない。なお四隅に支柱を入れ

た場合、外観上は、方形縦板組隅柱横桟式井戸に

似る。井筒については、これを設けるものが圧倒

的に多く、その殆どの場合、井筒には底板を抜い

た円形の曲物が用いられるほか、極稀に常滑窯産

の嚢が用いられた例がある(4) 。方形縦板組横桟

式井戸Aの代表例としては、阿弥陀寺遺跡(海部

郡甚目寺町SE1018文3) 、清洲城下町遺跡

(西春日井郡清洲町) Ⅱ-SE31(5)文7)が、

方形縦板組横桟式井戸Bとしては清洲城下町遺跡

Ⅲ-SE33文7) 、下津城跡(稲沢市)第5地点

第4面SE04文17)があげられる。

方形横板組式井戸

幅広の板材を横長に用いて方形に組んだ木枠を

積み上げて井戸側とする井戸。この板材の仕口は

柄組となっている。例数は少ないが、土田遺跡

(西春日井郡清洲町) SE06 (文1) 、清洲城下町

遺跡Ⅳ-SE3004 (丈lo)があげられる。

円形桶側式井戸

底板を抜いた桶を逆さまにして積み上げて井戸

側とした井戸。清洲城下町遺跡で検出された桶を

検討した鈴木正貴氏によれば、最下段の桶の下端

部(正位にした場合の口緑部)の先端は鋭利に加

工し、地面に突きささりやすくしてあるのに対し

て、二段目以降の桶は、下端部の内面(正位の口

縁部内面)が薄く削られ、重ね合せやすくするた

めの造作が加えられているという。代表的な例と

しては、清洲城下町遺跡I-SE120 (文4) 、朝

日西遺跡(西春日井郡清洲町) SE09 (文8)があ

げられる。

石組側式井戸

石を組んで井戸側部とした井戸。例数が少なく

細かな分類をするに至っていない。例としては、

井筒部に底を抜いた桶を用いた清洲城下町遺跡で
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1・黄褐色砂質シルト4.時灰黄色砂質シルト

2・品宗芸霊霊芸と;冒)溝土::禁讐志蒜去シルト
3・.黒褐色粘貿シルト7.オリーブ褐砂質シルト

1灰褐色土
2時灰褐色土,責色土政人
3暗灰褐色粘質土

4暗灰褐色土
5暗灰褐色粘質土
6暗灰褐色粘土

詛ー7--

②暗鼻灰色シルト

③明茶褐色砂賞シルト

⑥暗愚灰色シルト

詞IEH甘pj raaは

1・円形曲物積上げ式井戸
2.同上

大毛沖遺跡93GSE05 (文12)

士田遺跡SEIO (文1)

3.方形縦板組隅柱横桟式井戸森南遺跡SE04 (文15)

①噂絹色土③床用色土渡り絹色砂賓土4.方形縦板組横桟式井戸A
③明絹色土⑥育成亀シルト
匡至芯¥pMJEs P

第1図井戸実測図(1) (1:50)
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阿弥陀寺遺跡SE1018 (文3)

愛知県埋蔵文化財センター年報　平成8年度　1997.3



4・方形縦板組横桟式井戸B山中遺跡SEOl (文17)

5・同上下津城跡SE04 (文16)
6.同上阿弥陀寺遺跡SE1016 (文3)

7.方形横板組井戸士田遺跡SE06 (文1)

eJ

iiriiiiii,,i

Ju

①地山のプ戸,ク土6

-450-

-400 -

-350-

-300 -

-250 -

第2図井戸実測図(2) (1:50)
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1灰兼色砂質土
2灰色砂質土(朕発色粘土堀入)
3灰色砂質土
4時褐色砂質土
5時褐色砂質土
6時褐色砂質土(灰色砂浪人)
7灰色砂

8灰青色粘土(暗褐色粘土混入)
9黒灰色粘土恢色砂混入)
10黒灰色粘土(褐色粘土現人)
11黒灰色粘土(灰白色砂混入)
12灰色粘土(灰白色砂堀入)
iEMn^ rac M即

14時緑色砂
15灰白色砂
16枚灰色砂質土
17灰色砂質土
18費色シルト
19灰色粘質土
20灰黒色粘土(灰色砂質土混入)
21灰黒色粘土(灰青色粘土混入)
22黒脱色粘土(灰青色粘土混入)
23灰青色粘土(呼補色粘土混入)
24時灰青色粘土
25 /*褐色シルト
26灰青色枯野土

27灰色砂質土
28灰色粘土
29灰青色粘土
30時灰褐色粘土
31淡褐色粘土
32黒褐色粘土
33排褐色粘土
34点色粘土
35灰曹色粘土
36黒色粘土(灰補色粘土混入)

37紙粘土(細入>') <湾水)38灰白色粗砂

8・円形桶側式井戸

清洲城下町遺跡(I) SE120 (文4)

第3図井戸実測図(3) (1:50)
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シルト 灰色シルト

m

淡黄褐色 暗青灰色
シル ト シルト
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瞥 野 灰芸昌粘芸
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㌶ 暗灰褐色粗砂
・

円形桶 積み上 げ式井一

ー
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崇r.

～ー～
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廻 間遺跡 SE40 文 )
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竹
管 .～窯

1 :褐色砂
2 :黄褐色土
3 :淡裾色砂
4 :灰褐色砂

ll.石組側式井戸

清洲城下町遺跡IV SE7012 (丈lo)

1.灰色粘質シルト
2.灰色粘質シルト、灰白色シルトプロッタ混
3・灰色粘質シルト、灰色粘貿シルトプロッタ混
4.灰色粘質シルト、灰色粘質シルトブロック混
5・灰白色シルト

①灰褐色シルト⑤暗褐色粘土十実灰色シルト

②晴灰色シルト十灰色シルト⑥暗褐色粘土十共灰色シルトプ,,ク

③灰色のレト⑦暗灰鴇色シルト
⑥薫灰色シルト

12.陶器使用式井戸
阿弥陀寺遺跡SE1014 (文3)

第4図井戸実測図(4) (1I50)
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13.陶器使用式井戸

大毛沖遺跡93ASK04 (文12)
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I 二l

I - 2

I - 3

第4型式 土田SE07

第5 型式 大毛沖93G SE05

土田IIS E05

儀長正楽寺SE07

儀長正楽寺SE02

第6型式 廻間SE35

廻間SE3 1

土田IISE 04

大測SE 04

山中SE 02

朝 日西SE55

堀之内花ノ木SE3 1

清洲城下町1VS E3004

Ⅱ: 1

Ⅱ- 2

Ⅱ- 3

Ⅱ- 4

第 7型式 Ⅳ期 清林寺SE0 1 儀長正楽寺SE0 1 大毛沖94A SK 04

第 7 e 8 型式 Ⅴ期 土田SE02

阿弥陀寺SE100 1

清洲城下町ISE 110

清洲城下町IIS E3 1

清洲城下町IIS E33

土田ns Eo i

阿弥陀寺SE10 16

阿弥陀寺SE 10 14

Ⅵ期 阿弥陀寺SE10 12 儀長正楽寺SE04 阿弥陀寺SE10 18

大毛沖94IS E02

山中SE0 1

儀長正楽寺SE08

Ⅶ期 廻間SE33 森南SE04

Ⅷ期 阿弥陀寺SE 1002

森南SE07

Ⅸ期

Ⅲー1

Ⅲ- 2

Ⅲ- 3

Ⅳ- 1

Ⅳ- 2

古瀬戸後期Ⅳ期 Ⅹ期 :P清洲城下町編年 (鈴木199 5

I - 1

(清洲城下町IVSE3002)

大窯 I I - 2 清洲城下町IVSE4060

清洲城下町IVSE408 1

清洲城下町IVSE800 1

大窯Ⅱ Ⅱ- 1 (清洲城下町1VS E6020)

大窯Ⅲ n - 2 清洲城下町1VS E40 18

清洲城下町IVS E4059

清洲城下町IVS E4078

清洲城下町IVSE 6004

清洲城下町1VSE 60 16

清洲城下町IVSE 6038

清洲城下町IVSE 6063

大窯Ⅳ 班- 1 清洲城下町IVSE 1002

清洲城下町IVSE 400 1

清洲城下町IVSE 60 14

清洲城下町IVSE 6040

清洲城下町IVSE 8002

大窯Ⅴ

(藤沢1986)

Ⅲ- 2 清洲城下町Ⅳ

SE7012

第2表井戸構造の変遷
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Ⅳ-SE7012文10)があげられる。

陶器使用式井戸

井戸側の一部に陶器を用いた井戸。陶器は一部

に用いられているに過ぎずこの点で形式設定上い

ささか問題が残る。例数は極めて少なく、阿弥陀

寺遺跡SE1014 (文3) 、大毛沖遺跡93区SK04 (

文12)があげられる。

その他

上記の分類に属さないものが散見される。その

多くは、遺存状況が悪くそれゆえにその帰属が判

然としないものであるが、それ以外で注目すべき

ものを二つ記して、後日の形式設定に備えること

としたい。一つは、竹材を用いて井戸側を作り上

げている一群である。朝日西遺跡(文8)におい

て「方形縦板組横桟式井戸」と「方形縦板組横桟

式井戸」を模して竹材で作り上げた井戸が検出さ

れている(SE73・SE86)構造的には何ら木製井

戸側と変わるところがない。竹材を用いることが

あるのが朝日西遺跡の特色なのか、あるいはこの

時期の-構造形式として存したものなのか、はた

また偶然の所産なのか、いましばらく資料の蓄積

をまちたい。もうひとつは、横桟を持たないいわ

ば「方形縦板組式井戸」である。廻間遺跡(西春

日井郡清洲町) (文2)で一例検出されている

SE32 。これまた今しばらく資料の蓄積をまち

たい。

3井戸構造の消長と画期

消長

第2表は、尾張平野で検出された中世の井戸の

うち、出土遺物からある程度年代が判明する主な

ものを取り上げて、上記の形式分類ごとに、出土

遺物の型式に基づいて整理したものである。これ

より、各形式の消長は、以下のように整理でき

る。

円形曲物側式井戸:既述のように、この円形曲物

側式井戸としたものについては、例えば方形縦板

組横桟式井戸などの井筒部の残欠ではないか思わ

れるものを含む可能性がある。がしかし、このよ

うに表示して見ると、南部糸山茶椀第4～6型式

のものが目立ち、後述する方形縦板組横桟式井戸

の盛行期に先行していることがうかがわれる。す

なわち、南部系山茶碗第4～6型式の時期に井戸

側部の抜き取りが徹底していたと見なさない限

り、この円形曲物側式井戸が当該期に盛行してい

たことを認めざるを得ないと推察する。

方形縦板組隅柱横桟式井戸:例数が極端に少ない

が、南部系山茶碗第5型式～北部系山茶碗Ⅶ期ま

でみられる。

方形縦板組横桟式井戸:南部糸山茶碗第6型式か

ら北部糸山茶碗Ⅷ期の時期のものがみられる。例

数は北部系山茶碗Ⅴ ・ Ⅵ期のものが多い。なお、

A類・B類について特に年代的差異などを兄い出

せない。

方形横板組式井戸:例数が極端に少なく、南部系

山茶碗第6型式のものが見られるに過ぎない。そ

のほか、図示した土田遺跡SE06について、報告書

は、土田I期(南部系山茶碗第3～4型式に相

当)に位置付けている。

円形桶側式井戸:清洲城下町遺跡の編年の第I -

1期、即ち北部系山茶碗期・瀬戸窯後期第Ⅳ小期

より出現するが、例数が多くなるのは第I-2期

からである。その後、清洲城下町では江戸時代を

通じて盛行することが知られている。

石組側式井戸:これまた例数が極端に少なく、現

状では確定的なことは言えない。清洲城下町第

Ⅲ-2期のものが一例認められるに過ぎない。

陶器使用式井戸:二例存す。ともに常滑窯産の嚢

と底板を抜いた円形曲物を組み合わせている。常

滑窯編年の第5～6a型式の時期のものである。

画期

以上の整理をもとに、井戸構造の各形式の消長
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を総括的に捉えると、井戸構造は、二つの画期を

経て変遷していったものと推察される。第一の画

期は、南部系山茶碗第7型式前後の時期に見られ

るもので、この時期を境に円形曲物側式井戸から

方形縦板組横桟式井戸へと、井戸の主体が移って

行くといったものである。ただ再三述べるように

この円形曲物側式井戸については、その認定をめ

ぐっていささか問題があるが、消長の項で述べた

ようにこの画期はある程度認められてよいと推考

する。これに対して北部系山茶碗Ⅹ期・瀬戸窯編

年後期第4小期にみられる第二の画期は、円形曲

物側式井戸、方形縦板組隅柱横桟式井戸、方形縦

板組横桟式井戸、方形横板組式井戸といった各形

式が姿を消し、円形桶側式井戸が出現・盛行する

というもので、尾張平野における井戸構造が一変

するという一大画期である。そして、この円形桶

側式井戸が当該地において江戸時代を通じて石組

側式井戸とともに盛行することから見て、この画

期を近世的な井戸構造の確立として位置付けて大

過あるまいと推察する。

なお、所謂古代から中世への移行期に大きな画

期的段階があったであろうことは容易に推察され

るところである。しかしながら既述のように肝心

な当該期の検出例がなく、このことについて確定

的なことは何ら言及しえない。いましばらく資料

の出現を待ちたい。

以上、井戸構造の変遷に関して、二つの画期の

存在を指摘した。最後に、これらの画期の歴史的

位置づけについて、若干言及しておきたい。

まず、この二つの画期が、はからずも筆者が先

に試みた尾張平野における煮沸具の編年上の画期

(北村和宏1996と時期的にほぼ一致を見るとい

う点に注目したい(第2表) 。すなわち、この井

戸構造の変遷上の画期は、ひとり井戸だけのもの

ではなく、少なくとも煮沸具の変遷上の画期と時

期的な一致をみることから見て、他の諸事象とも

関連・連動している可能性があることを示唆して

いるものと考えたい。とくに、第二の既存の形式

が姿を消し、新たに円形桶側式井戸が出現し盛行

するという画期は、あたかも煮沸具における伊勢

型鍋(鍋A) ・羽釜Aといった旧来の器種が消滅

し、あらたに内耳鍋・羽釜B ・茶釜型などといっ

た新出器種が出現し、煮沸具の様相が一変すると

いう画期と、その画期の内容までも一致している

と見なすことができるのである。そして、土器編

年に付与されている年代観が正しいとするならば

第一の画期は、 13世紀半ば過ぎのころであり、第

二の画期は、 15世紀後葉、すなわち「応仁の乱」

直後ごろのこととなる。これらは、ともに文献史

学で説かれる政治・文化史上の画期と軌を一にす

るもの(とくに後者)と推察される。

4おわりに

以上、数項に分って、尾張平野における中世井

戸の概括的な変遷について私見を述べてきた。

「如何にあったか」という点に終始し、遺跡間あ

るいは周辺地域との関連の問題を含め、 「何故に

そう変遷していったのか」といった点にまで殆ど

言及し得なかった。すべては今後の課題とした

い。

註

(1)井戸遺構の研究については、すでに先学諸氏が

種々の角度から考察されているところであり、尾張

平野の井戸についても、遺跡単位の考察として長島

広、鈴木正貴両氏の研究がある。長島氏は、朝日西

遺跡(西春日井郡清洲町)検出の井戸について、 「

掘形」の形状および「内部構造(井戸側・井筒) 」

を取り上げて、その類型化を図られるとともに、井

戸の「廃棄儀礼」の存在について言及されている(

長島広1996)鈴木正貴氏は、清洲城下町遺跡(同

郡同町)検出の井戸について、主としてその「規模

(掘形の大きさ・深さなど) 」および城下町内にお

ける検出地点の相違注目し、井戸の規模の大小・構

造差を居住者の「階層差」に結びつける視点を示さ

れている(鈴木正貴1994)また同氏は、井戸側と

して用いられた「桶」について詳細な分析を加えら

れている(鈴木正貴1989 。
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(2)遺物の年代観については、基本的には下記の文

献の編年観にもとづく。

楢崎彰一1983 「猿投窯の編年について」 『愛知県

古窯跡群分布調査報告Ⅲ』愛知県教育委員会

藤津良祐1982 「瀬戸古窯址群I」 (瀬戸市歴史民

俗資料館研究紀要I )瀬戸市歴史民俗資料館

藤津良祐1986 「瀬戸大窯発掘調査報告」 (瀬戸市

歴史民俗資料館研究紀要Ⅹ)瀬戸市歴史民俗資料

鰭

藤澤良祐1990 「付編1瀬戸地方の北部系山茶碗

窯」 『尾呂』瀬戸市教育委員会

中野晴久1994 「赤羽・中野「生産地における編年

について」 (全国シンポジュウム「常滑焼をおっ

て」資料集)日本福祉大学知多半島総合研究所

北村和宏1996 「尾張平野における鎌倉・室町時代

の煮沸具の縮年」 (年報平成7年度) (財)愛知

県埋蔵文化財センター

なお、清洲城下町の遺構・遺物の編年について

は、下記の文献による。

鈴木正貴1995 「第Ⅸ章考察第1節清洲城下町の

遺物様相」 (文11)

(3)長岡京跡の曲物井戸を詳細に検討された渡辺誠

氏は、こうした曲物の転用について、 「これらの曲

物は、底板を抜かれているのであるから転用である

ことは明らかであるが、このことが直ちに廃物利用

を意味するとはいえない。井戸枠に使用するときに

新品の底を抜いただけであろう。泉や井戸に対する

古代人の信仰の深さを考えると廃物利用は考えられ

ない。最初から底板をはずしていないのはむしろ耐

久性の問題であろう」 (渡辺誠1978と述べられて、

いる。管見の限りでは、尾張平野の井戸枠に用いら

れている曲物は、いずれも底板の装着痕が認められ

るものである。

(4)大毛沖遺跡(一宮市大字大毛)の97H調査区sE

07がある。 (文12)

(5)清洲城下町遺跡については、これまでに6冊

-VIの報告書が刊行されている。報告書ごとに

遺構番号は付与されている。そこで井戸番号の混乱

を避けるに遺構番号の前に報告書番号を入れた。

(6)こうした指摘は宇野隆夫氏によってすでになさ

れている(宇野1982ところである。

文献

宇野隆夫1982 「井戸考」 『史林第65巻第5号』史学研

究会

小都隆1979 「草戸千軒の井戸」 『考古学研究第26

巻第3号』考古学研究会

鈴木正貴1989 「清洲城下町出土の井戸桶に関する考

察」 (年報昭和63年度) (財)愛知県埋蔵文化財

センター

鈴木正貴1994 「第7節井戸」 (文1)

長島広1985 「朝日西遺跡の井戸について」 (年報

昭和60年度) (財)愛知県埋蔵文化財センター

渡辺誠1978 「長岡京跡の曲物井戸記録保存の対象

に関する-試論」 『古代文化第30巻第8号』 (財)

古代学協会

報告書

文1 (財)愛知県埋蔵文化財センター1987 『土田遺

跡』愛知県埋蔵文化財センター調査報告書第2集

文2 (財)愛知県埋蔵文化財センター1990 『廻間遺

跡』愛知県埋蔵文化財センター調査報告書第10集

文3 (財)愛知県埋蔵文化財センター1990 『阿弥陀

寺遺跡』愛知県埋蔵文化財センター調査報告書第11

隻

文4 (財)愛知県埋蔵文化財センター1990 『清洲城

下町遺跡』愛知県埋蔵文化財センター調査報告書第

17集

文5 (財)愛知埋蔵文化財センター1991 『大渕遺跡

』愛知県埋蔵文化財センター調査報告書第18集

文6 (財)愛知県埋蔵文化財センター1991 『土田遺

跡Ⅱ』愛知県埋蔵文化財センター調査報告書第23集

文7 (財)愛知県埋蔵文化財センター1992 『清洲城

下町遺跡Ⅱ』愛知県埋蔵文化財センター調査報告書

第27集

文8 (財)愛知県埋蔵文化財センター1992 『朝日西

遺跡』愛知県埋蔵文化財センター調査報告書第28集

文9 (財)愛知県埋蔵文化財センター1994 『堀之内

花ノ木遺跡』愛知県埋蔵文化財センター調査報告書

第52集

丈lo (財)愛知県埋蔵文化財センター1994 『清洲城

下町遺跡Ⅳ』愛知県埋蔵文化財センター調査報告書

第53集

文11 (財)愛知県埋蔵文化財センター1995 『清洲城

下町遺跡Ⅴ』愛知県埋蔵文化財センター調査報告書

第54集

文12 (財)愛知県埋蔵文化財センター1996 『大毛沖

遺跡』愛知県埋蔵文化財センター調査報告書第66集

文13 (財)愛知県埋蔵文化財センター1996 『儀長正

楽寺遺跡』愛知県埋蔵文化財センター調査報告書第

68集

文14愛知県海部郡甚目寺町教育委員会1983 『四反

畑遺跡清林寺遺跡甚目寺町内の出土遺物』甚目

寺町文化財調査報告I

文15愛知県海部郡甚目寺町教育委員会1990 『森南

遺跡発掘調査報告書』甚目寺町文化財調査報告Ⅱ

文16一宮市教育委員会1982 『愛知県一宮市尾張病

院山中遺跡発掘調査報告』一宮市文化財調査報告8

文17新修稲沢市史編纂会編1984 『新修稲沢市史

資料編六』新修稲沢市史編纂会事務局
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古代人は何を燃やしたのか
-微粒炭よりわかる燃焼の記録-

鬼頭剛・尾崎和美

はじめに

遺跡のトレンチ断面にあらわれる堆積物には

様々な色をしたものがみられる。その中でも黒色

を呈する堆積物は、植物遺体を多く含み、側方へ

ある厚さをもって連続する層もあれば、遺構など

を埋積する形で「炭化物」や「炭質物」を含むと

記載されるものもある。わたしたちは経験的に、

単に植物などに由来する黒色の層と、人為的に植

物が燃焼したあるいは燃焼させた土とを分けてい

る。ではこのような、経験的に「炭化物層」ある

いは「炭化物を含む」と記載してきた黒色の土

は、いったい何が原因で黒色をしているのか。以

上の事柄について、遺跡の試料の検鏡・観察およ

び灰化実験から、検討してみたのでここに報告す

る。

黒色層について

黒色を呈する堆積物をわれわれはその色の記載

とともに、腐植に富むといった表現をもって記載

する。現に、黒色～黒褐色をした土の中には分解

されずに残った植物片や炭化した植物を観察でき

るときもある。では、この腐植とはいったい何な

のであろうか。腐植とは一般的には、地表または

地中に存在する動植物の遺体が分解過程にあるも

のから分解変性されたものまでを含めての土壌有

機物の総称である。また、河田1989は動植物

遺体が土壌動物や微生物によって分解される際に

生成される黄褐色～黒褐色の非晶質の高分子有機

物であるとし、その色調についても述べている。

このうち植物に限って言えば、植物残直の中ので

んぷん、ヘミセルロース、セルロース、たんぱく

質などは分解されてしまうが、リグニンは最も分

解しにくく残留し腐植の主要な構成物質となって

いる。また、化学的にはアルカリ溶液で溶け酸で

沈殿する腐植酸、酸で沈殿しないフルボ酸、アル

カリ溶液に不溶性のビューミン(フミンとも呼ば

れる。なお以下の文章ではヒューミンを使う)に

分けられている。このうちのアルカリ溶液に溶け

る可溶腐植に関しては化学的に多くの研究がある

ものの、アルカリ溶液に不溶のヒューミンに関し

てはほとんど研究されていない。山野井1996)

はこのヒューミンに着目し、東日本の火山性クロ

ボク土中からヒューミンを抽出し観察した。それ

によるとクロボク土中のヒューミンの最大の特徴

は、構成粒子のほとんどが黒色ないしは茶褐色を

した炭質物細片からなり、黒色が強く不透明なも

のもあるが、多くの粒子はその中に植物組織を残

している。また、炭質物の外形は一般に角ぼった

板状であり、とくに細長い長方形(短冊)状の細

片が多く、その外緑はシャープであるとしてい

る。この論文の中で山野井(1996)は、坂口(1987)

が千葉県野田市の横の内遺跡(縄文前期)のボー

リング・コア試料から、連続的に植物の焼けた灰

の微粒子が産出するという記載に着目し、みずか

らもススキと4種の広葉樹の葉を燃焼させ、その

灰を観察した。その結果クロボク土中のヒューミ

ンの形態は、ススキの燃焼炭粒子と酷似すること

から、クロボク土中のヒューミンの正体を燃焼炭

粒子(微粒炭)と考えた。ヒューミンの正体が燃

焼した炭の粒子であったことが判明したのは画期

的なことである。このヒューミンの特徴を利用し

て、愛知県内の低湿部に位置する遺跡の黒色土か

らも抽出できるかどうか調べてみた。

低湿部の遺跡より抽出できるヒューミン

愛知県の北西部、標高およそ10mラインより低

い地域は、地理学的に自然堤防帯として位置づけ
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られており低湿な地帯である。そこで発掘される

遺跡のトレンチ断面には少なからず腐植に富む堆

積物が知られており、例えば、愛知県一宮市の大

毛沖遺跡(愛知県埋蔵文化財センター、 1996) ・

大毛池田遺跡(愛知県埋蔵文化財センター、

1995)田所遺跡(愛知県埋蔵文化財センター、

1994 、葉栗郡木曽川町の門間沼遺跡(愛知県埋

蔵文化財センター、 1996においても黒色～黒褐

色(標準土色で言えば、 10YR1.7/1 ・ 10YR2/1 ・

10YR2/2)を呈する腐植に富む堆積物が確認され

ている。今回はその中で、現在発掘がおこなわれ

ている一宮市の三ツ井遺跡(縄文晩期～弥生前

期)および中島郡平和町の一色青海遺跡(弥生時

代中期後葉)の試料を用いた。試料採取地の層序

および試料採取層準を第1図に示す。分析に使用

した堆積物はともに黒味が強く、ぎらついた感じ

をもつ漆黒色(標準土色の10YR1.7/1ないしは

10YR2/1)を呈する。

ヒューミンを観察する方法として、植物珪酸体

(プラント・オパール)の抽出と分析方法(定性

分析)を応用し、以下の手順でおこなった。試料

の分散と沈底法による微粒子の除去後、残渣を乾

燥させた。この残渣を光学顕微鏡で観察するため

封入剤(オイキット)中に分散させプレパラート

中に封入した。検鏡は100-400倍でおこなった。

その結果、三ツ井遺跡および一色青海遺跡の試

料からイネ科植物に由来する植物珪酸体に混じっ

て、大量のヒューミンが観察される(第2図) 。
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その大きさは様々であり径が1 0 !∠m以下という

微小なものから、長径、短径ともに100!∠mを超

えるものまであった。その中で形態が確認できる

長径100!Jm、短径50!∠mの大きさの粒子が大部

分を占める。形態の特徴として、そのほとんどが

不透明で黒色を呈している。外形は角ぼった板状

で、細長い長方形(短冊)状のものや、短軸の長

さに比べて長軸部がはるかに長い、いわゆる針状

を呈するもの、細長く部分的に凹凸をもった不定

形のものがある。外縁は直線状でシャープに延び

る部分や、緩やかな曲率をもって湾曲する部分、

ささくれたように鋭角な縁辺をもつ部分、細かい

凸部が直線状に並んだ部分がみられる。

以上のような粒子のうち、三ツ井遺跡の試料で

はウシクサ族の植物珪酸体とともに、不透明・黒

色で、細長い長方形(短冊)状の角ぼった外形を

もつ粒子が多くみられる。また、その外緑は非常

にシャープである(第2図A) 。一色青海遺跡の

試料では、不透明・黒色の短冊状粒子もみられる

が、長軸部の長さが長いものや、その外緑が緩や

かな曲率をもって湾曲するものが特徴的にみられ

る(第2図C)。

これらの特徴のうち、例えば、板状・短冊状

で、外縁のシャープな粒子は山野井(1996)の示

したススキの燃焼炭粒子の特徴と似ているようで

ある。しかし、山野井が対象とした試料は、従来

より火山性起源とされた東日本のクロボク土であ

り、地形的にも標高の高い陸乾地の堆積物であ

る。それに対し、今回使用したのは自然堤防帯の

後背湿地部に位置する遺跡の試料であり、過去に

おいてもかなり低湿な環境であったと思われる場

所である。現に、三ツ井遺跡の試料を検鏡中には
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ヒューミンや植物珪酸体に混じって珪藻殻が観察

され、 Pinnularia属やCymbella属といった流水環

境にすむ珪藻がみられた。また、一色青海遺跡か

らは試料を採取した調査区からではないものの、

位置的にも近い調査区の同時代を示す遺構面から

炭化米もみつかっている(蔭山ほか、未公表資

料) 。そのため形態の類似度から、みつかった

ヒューミンを単純にススキのものであるとは断定

できない。例えば、ススキを含む他のイネ科植物

のヒューミンの形態がわからなければ三ツ井遺跡

および一色青海遺跡でみつかったヒューミンの正

体は断定できない。そこで、最もふつうにみられ

るイネ科植物であるイネ・ススキ・ヨシの現世試

料の灰化実験をおこなった。

現生イネ・ススキ・ヨシの灰化実験

現生のイネ・ススキ・ヨシを、地表面に露出し

ている部分で刈り取った(なおイネ・ススキ・ヨ

シとも冬期に採取し、地表面に露出した部分は一

様に枯れた状態である) 。おのおのの成体一本に

ついて葉・茎・穂の部位に分け、その部位ごとに

燃焼させ完全に灰化させた。燃焼にはススキ・ヨ

シの穂で数10秒、イネ・ススキ・ヨシの茎でおよ
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そ3分の時間を要した。肉眼で観察したところ、

ススキ・ヨシの穂の灰は針状を呈しており、茎や

葉を燃焼させた灰に比べて明らかに細かく微粒で

ある。また、茎および葉の灰は、原形が多少なり

とも残っている部分について、イネの灰がスス

キ・ヨシに比べて若干小さい印象を受ける。しか

し、細かく粉砕してしまった灰に関しては、おの

おのを見分けることは不可能である。次に、生じ

た灰を封入剤(オイキット)中に分散させプレパ

ラートを作成し、 100～400倍の光学顕微鏡で検鏡

をおこなった。検鏡結果をイネ・ススキ・ヨシの

各部位ごとに以下に述べる。

茎の灰はイネ・ススキ・ヨシともに、他の部位

の灰に比べ大きい粒子が多い。イネでは角ぼって

板状を里し、黒色不透明な短冊状の粒子がみられ

るとともに、黒色不透明な柱状部が並んだ間を、

半透明で黒色の薄い部分が膜状に配列した粒子が

多くみられる。外縁は直線状でシャープなもの

と、緩やかな曲率をもって湾曲するものが大部分

を占める(第3図、第4図B 。ススキの灰で

は、角ぼって板状を呈し、黒色で不透明な短冊状

の粒子がほとんどである。外縁は直線状でシャー

プなものが多い。また、針状を呈する粒子や、植

物組織が魚のウロコのように残り半透明な鱗片状

を呈する部分もみられる(第3図、第5図A・

B) 。ヨシの灰でもイネやススキと同様に、黒色

不透明な短冊状を呈する粒子が確認されるもの

の、全体にはイネやススキほど粒子の形態に統一

性はなく、不定形な粒子が多い(第3図、第6図

A・B。

葉の灰について、イネでは灰に伴ってイチョウ

の葉の形をした機動細胞珪酸体がみられ、その密

度が非常に高いのが特徴である(第4図C) 。灰

の形態は黒色不透明で短冊状を呈するものととも

に、短軸の長さに対して長軸の長さが非常に長い、

板状をしたものが多くみられる。外縁は前者の黒

色不透明で短冊状のものは、シャープで直線状な

のに対し、後者のそれは柱状に延びた側面から半

球状ないし円錐状の突起が突き出ており、それら

が柱状をした粒子の片側に直線状に配列する形態

をもつものが多い。また、柱状粒子の両面に突起

が並んだものもあり、植物珪酸体の棒状珪酸体に

似た形態を示す(第3図、第4図D) 。ススキの

葉の灰でも、灰の粒子に伴って大量の機動細胞珪

酸体がみられる。灰の形態は黒色不透明で短冊状

を呈するものがみられるが、薄い黒色で半透明な

組織の中に、マユ状の珪酸体が長軸方向に一列に

並ぶ植物組織を残したものがみられる。また、ス

スキの茎でも観察されたような、半透明な鱗片状

を呈するものや針状のものもみられる(第3図、

第4図C・D) 。ヨシでは、イネやススキに比べ

ると、灰とともにみられる機動細胞珪酸体の密度

が低くなる。灰の形態は黒色不透明で、外縁が

シャープな短冊状の粒子がみられるものの、ヨシ

の茎部の観察結果と同様に、形態の統一性がなく

不定形な粒子が多い。また、短冊状粒子の内部

に、円形で薄い黒色、半透明な部分が確認される

粒子もある。これは葉において蒸散作用をつかさ

どるクチクラ層の組織が残ったものだと思われる

(第3図、第6図C蝣D 。

穂の灰について、ススキでは、茎や葉でみられ

た黒色不透明で短冊状の粒子の割合は極端に低く

なる。その代わりに、黒色不透明ではあるが細長

い板状または針状で、その先端部が切り裂いたよ

うに枝状に延びるものがみられる。また、長方形

であるがその両側面に微小な突起をもつ粒子や、

内部に四角形を一列に並べた透明な組織部が確認

されるものもある。全体に微小で針状を呈するも

のや、透明で球状の微小な粒子が一列に並んだも

のもみられる(第3図、第5図E・F)。ヨシの

穂の灰では、黒色不透明・短冊状の粒子がみら

れ、また、外縁は直線状でシャープであるものと
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針状を呈するものが多い。ときに半透明で鞘状を

示し、その内部に透明な球状粒子が充填し、らせ

ん状を措くものも少なからずみられる(第3図、

第6図E・F)。

イネ・ススキ・ヨシを茎・菓・穂の部位ごとに

燃焼させ灰化させた。その結果は、どの部位にも

黒色不透明で、外縁が直線状かつシャープな短冊

状粒子がみられた。この形態の特徴は山野井

1996がススキを燃焼させた灰の粒子の形態と

似ている。山野井はススキのみを用いて灰化をお

こなった。今回おこなったわれわれの実験では、

イネ科の主要な植物であるイネおよびヨシ、そし

てススキを含めた茎・葉・穂の部位ごとに燃焼実

験をし、その灰の観察をおこなった。その結果は

先に述べたように、黒色不透明な短冊状の粒子は

イネ・ススキ・ヨシの全てからみつかった。この

事実は、ヨシなどが繁茂する低湿地部に位置する

遺跡や、イネの耕作が考えられる時代の遺跡から

得た炭化物の燃焼炭を分析する場合、黒色不透明

な短冊状粒子に着目しただけでは、イネ科植物の

燃焼炭粒子であることはわかっても、それが例え

ば、イネなのかススキなのかヨシなのかの判別は

困難であることを示す。では、低湿地遺跡でみつ

かる、炭化物層中の燃焼炭粒子を供給した、その

給源植物を推定する方法はないものだろうか。

イネ・ススキ・ヨシを同定する試案

黒色不透明の短冊状粒子についてみた場合、そ

れを堆積物中より抽出することによって、イネ科

植物の燃焼の事実は捉えられることがわかった。

ではそれよりも細かいレベルの同定は可能であろ

うか。そのためには「現生イネ・ススキ・ヨシの

灰化実験」の章で記載した、黒色不透明・短冊状

粒子以外の特徴に注目したい。例えば、イネの葉

の灰では、細長い板状で、片側または両側に球状

あるいは円錐状の突起が並んだ鋸歯状の形態をも

つ粒子が多くみられた(第4図E・F 。また、

この突起部は、同様に突起部をもつススキの葉や

穂の灰に比べて、突起の張り出す程度が大きい。

イネの茎の灰であれば、黒色不透明な柱状部が並

んだ間を、半透明で黒色の薄い部分が膜状に配列

した粒子や、外縁が緩やかな曲率をもって湾曲す

る粒子が存在した(第3図) 。ススキでは、茎の

灰でみつかった植物組織が残り半透明な鱗片状を

呈する部分や、葉の灰でみつかる、薄い黒色で半

透明な組織の中に、マユ状の珪酸体が一列に並ぶ

植物組織を残したものがあった(第5図D) 。ま

たススキの葉や穂の灰の中に、細長い板状の粒子

の両端にイネ程ではないにせよ、突起部が並んだ

鋸歯状を呈する粒子がみられた(第5図D ・

E) 。 ′ヨシでは、葉の灰にみられる粒子の内部に

クチクラ層起源と思われる円形の半透明部が(第

6図D) 、穂の灰では半透明で鞘状を示しその内

部に透明な球状粒子を充填したものが存在した

(第3図)。以上のような、イネ・ススキ・ヨシ

のそれぞれの部位に特徴的な燃焼炭粒子が兄い出

せれば、遺跡から得られる炭化物の燃焼炭粒子を

構成する給源植物を認定できる可能性がある。

上記の観点で三ツ井遺跡、一色青海遺跡の燃焼.

炭粒子をみてみると、一色青海遺跡でみつかる燃

焼炭粒子の中に、細長くかつその外緑が緩やかな

曲率をもって湾曲する粒子がみつかる(第2図

C) 。この特徴はイネの茎部起源の燃焼炭粒子に

酷似しており、少なくともイネの燃焼が関与して

いるようである。また、三ツ井遺跡でみつかる燃

焼炭粒子は角ぼった板状で、黒色不透明で短冊状

を呈する。そして外縁は直線状でシャープであ

り、かつ鋭角に切り割られたような角をもつ部分

がある(第2図A) 。また、細長く針状に延びた

粒子の外縁に鋸歯状を示すものがある。これらの

特徴はススキの茎で確認される事柄と酷似する。

三ツ井遺跡の炭化物はススキの燃焼が関与してい

るようである。また、それは同じプレパラートか
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ら非常に高密度でウシクサ属(ススキ属を含む)

の植物珪酸体がみつかる事実(第2図B)からも

指示される。

燃焼炭粒子からわかる人為活動の記録

低湿地帯に位置する遺跡の黒色粘土層から燃焼

炭粒子が抽出され、それがイネ科植物の燃焼によ

ることを示した。では、肉眼でもすぐに捉えられ

る、それほどの層厚をもった燃焼炭粒子を含む堆

積物はどうして形成されたのだろうか。

地表に堆積した植物遺体は、そこが還元的な環

境にある湿地などでない限り、そのほとんどが速

やかに分解されて姿を消してしまう。それは遺物

でも同様で、遺跡の発掘の際木製品が出るのは、

埋横地が湿地状態に保たれていた場所に限られ

る。地下水位の低い住居跡において、柱の差し込

まれた跡は残るが、柱そのものや床・屋根材が、

住居跡を直接おおう埋積層中に残されていた現場

を観察したことはない(山野井、 1996とあるよ

うに、実際に、酸化的な環境下では動植物遺体が

残ることはない。しかし、小林1987は竪穴住

居の使用途中に火災があり、その床面のアンペラ

(編物)が直接敷物にされていた状態で焼け焦げ

て残されていた例を挙げている。この事実は、植

物遺体が埋積される前に燃焼によって炭化してい

るならば、埋積後もそれ以上に分解されることは

ない(山野井、 1996という事柄を示している。

これらをふまえて山野井(1996)は土の黒色化お

よび腐植の生成メカニズムをまとめた。それによ

ると、植物が焼けて生じた微粒炭には吸着能力が

あり活性作用がある、その活性作用が可溶腐植の

吸着・保持機能を果たし、可溶腐植を集積させた

と考えている。つまり、植物遺体が集積・分解し

ていく過程で徐々に黒味を増すのではなく、先に

黒色の原因となる微粒炭がその場所に存在するか

らこそ腐植が集積するのである。

以上の事柄から、腐植を含み黒色を呈する堆積

物は、植物遺体が集積・埋積されていく過程で、

地下内部で徐々に黒味が増すのではなく、埋積の

初期段階ですでに黒色化していたことになる。で

は、黒味をつくる原因物質であると考えられる燃

焼炭粒子はいかにしてもたらされるのか。現在で

も、わたしたちの住む濃尾平野地域には河川流路

の縁片部にはヨシが、また、微高地上であればス

スキの群生をふつうにみることができる。自然状

態でススキやヨシの茎や葉が強風に揺すられて、

その摩擦熱で発火することがあるかもしれない。

しかし、現在でもその密集地がみられるものの、

大規模に発火したという話は聞いたことがない。

また、人為的な火災・火事の記述は古文書などに

あっても、自然発火的な野火の記録は残っていな

い。

例えば、森(1993)は、東海地方に分布する非

火山性のクロボク土の成因について、人間による

火入れ(野焼き)などの人為活動による影響を考

えた。坂口1987は旧石器時代を含めクロボク

土地帯で展開された野焼を生業の手段とする文化

を「クロボク土文化」とよび、人為による働きか

けを考えた。また、山野井(1996)も東日本に分

布する火山性のクロボク土の黒色化の原因を、火

入れをする人為活動に求めた。以上の論文が扱っ

た試料は縄文時代早期～前期のクロボク土であ

り、今回われわれが扱った試料(縄文時代晩期～

弥生時代中期)とは時代性が違う。しかし、先に

挙げた論文より新しい時代の遺跡の試料であり、

その堆積物中より燃焼炭粒子がみつかる事実から

も、燃焼炭ひいては燃焼の原因を人間の火入れ

(野焼)などによる人為活動と、それが繰り返さ

れ集積した結果であることを強調したい。

一色青海遺跡のトレンチ層序断面には垂直的に

何枚もの黒色粘土層が堆積し、その中からはイネ

科植物の燃焼炭粒子がみつかる。
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これは、黒色粘土の層の枚数分だけ火入れを繰り

返した結果であろう。また、愛知県北西部の低湿

地部に位置するほかの遺跡、例えば、一宮市の大

毛沖遺跡・大毛池田遺跡・北道手遺跡・田所遺

跡、葉栗郡木曽川町の門間沼遺跡などには黒味の

強い粘土層(標準土色の10YR1.7/1・10YR2/

1・10YR2/2)の堆積が何枚もみられる。以上の

遺跡の試料からはまだ燃焼炭粒子を抽出していな

いものの、歴史時代を通してかなりの頻度で火入

れ(野焼)などの人為活動が繰り返されてきた可

能性を指摘しておきたい。

まとめ

愛知県北西部の低湿地帯に位置する縄文時代晩

期～弥生時代前期の三ツ井遺跡(一宮市) 、弥生

時代中期の一色青海遺跡(中島郡平和町)の黒色

粘土層(いわゆる炭化物層)の黒色の成因につい

て検討を試みた。その結果以下のことが明らかに

なった。

1.遺跡より得られた炭化物試料からはイネ科植

物の植物珪酸体とともに、黒色・不透明、外縁が

シャープで、板状かつ短冊状のヒューミンが観察

された。

2.遺跡より抽出されたヒューミンは山野井

1996のススキの燃焼炭粒子に似ている。し

かし、遺跡の立地条件や時代性から、他のイネ科

植物の可能性も否定できないため、現生の代表的

イネ科植物であるイネ・ススキ・ヨシの燃焼灰化

実験をおこなった。

3.イネ・ススキ・ヨシの茎・葉・穂の各部位を

燃焼させた粒子には、そのほとんどの試料から黒

色・不透明、外縁がシャープで板状かつ短冊状の

粒子がみつかった。また、各部位に特徴的な粒子

が存在することがわかった。

4.各部位ごとに特徴的な粒子の形態をふまえて

ヒューミンを見直すと、三ツ井遺跡のヒューミン

にはススキの燃焼炭粒子が、一色青海遺跡の

ヒューミンにはイネの燃焼炭粒子が少なくとも含

まれることがわかり、それが黒色の原因であると

結論される。

5.愛知県北西部の低湿地帯に位置する他の遺跡

でも、黒味の強い腐植質粘土層が垂直的に何枚も

確認されており、歴史時代を通して頻繁に火入れ

(野焼)などの人為活動がおこなわれていた可能

性が示唆される。

謝辞:愛知県埋蔵文化財センター平和事務所の早

野浩二氏、加藤博紀氏には試料採取にあたりお世

話になった。三ツ井事務所の高橋信明氏、小川芳

範氏、山本寿徳氏には試料採取および現世イネ試

料の採取にあたりお世話になった。海部郡八開村

二子の桐部久美子さんには現世ススキの試料採取

にあたりお世話になった。微粒炭および植物珪酸

体の抽出作業では服部恵子さん、宇佐美美幸さん

にお手伝いいただいた。以上の方々に記して厚く

お礼申し上げます。
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第4図現生イネの燃焼炭粒子の顕微鏡写真。 A:茎の灰に伴ってみられる植物珪酸体。 B:茎の燃焼炭粒子。 C :莱

でみられる側面に突起をもつ燃焼炭粒子(sp)と起動細胞珪酸体(pi) c D :茎でみられる片側に突起が並ぶ燃焼炭

粒子。 E :葉の燃焼炭粒子。 F :葉でみられる片側に突起が並ぶ燃焼炭粒子。スケ-ルは100JJm.
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第5図現生ススキの燃焼炭粒子の顕微鏡写真。 A:茎でみられる黒色・不透明な燃焼炭粒子。 B:茎でみられる黒

色・不透明、短冊状粒子と針状粒子(nd) 。 C:葉の燃焼炭粒子に伴ってみられる植物珪酸体(pi)と、外縁が

シャープな燃焼炭粒子および針状粒子(nd) 。 D :葉でみられる側面に突起をもつ黒色・不透明な燃焼炭粒子と、マ

ユ状の植物珪酸体が一列に並ぶ組織を残した燃焼炭粒子(co) 。 E :穂の灰でみられる長方形で側面に微小な突起を

もつ燃焼炭粒子。 F :燃焼させる前の穂の側面の拡大写真。スケールは100JJm。
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第6図現生ヨシの燃焼炭粒子の顕微鏡写真。 A:茎でみられるシャープな割れ口をもった燃焼炭粒子と、外縁に微

小な凹凸をもつ燃焼炭粒子。 B:茎でみられる黒色・不透明、短冊状で外縁がシャープな燃焼炭粒子。 C:葉でみられ

る不定形な燃焼炭粒子。 D :葉でみられる黒色・不透明、短冊状で、内部に円形・半透明なクチクラ層の組織が残さ

れた燃焼炭粒子。 E :穂でみられる黒色・不透明、短冊状で外縁がシャープな燃焼炭粒子。 F:穂でみられる針状の燃

焼炭粒子。スケールは100//ITI。
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濃尾平野における歴史時代の地震痕その5

服部俊之

はじめに

1995年1月の阪神・淡路大震災以来これまでにも

増して急速に高まった防災意識は、必然的に過去

の地震発生履歴を研究することにより将来的な地

震防災に役立てようとする『地震考古学』 (塞

川、 1992ほか)という研究分野にも向けられた。

日本は古くから地震によって大きな被害を受けて

きたために非常に多くの地震史料が残されている

(宇佐美、 1996-など)が、文献記録の存在しない

時代や地域の古地震に関する情報は今までなかな

か得られなかった。この情報が遺跡の発掘調査か

ら得られることが認められるようになった今、発

掘調査に携わる者が地震の痕跡を見逃してはなら

ないような状況に置かれはじめているのではない

だろうか。

筆者はこれまでに濃尾平野の遺跡において確認

された地震の痕跡(主に液状化痕)から歴史時代

の地震発生履歴を解明してきた(服部、 1993ほか

)が、数多く行われている遺跡の発掘調査現場の

すべてを観察する事は物理的にも不可能なことで

あるために、いくつかの地震の痕跡については見

過ごされてきたであろうと考えている。そこで今

回は、これまでに濃尾平野で確認された地震の痕

跡のさまざまな形態を写真を多用して紹介するこ

とにより、これまで以上に多くの方に地震痕につ

いての認識を深めていただき、これにより今後の

地震痕研究がより正確に進むことを目的とした。

地震痕の形態

地震痕の形態については寒川(1992)により示

されたさまざまな地震跡の模式図(第2図)があ

るが、本稿では、この模式的な分類に従った地震

痕形態を写真で示すことにする。
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1.断層と地割れ

濃尾平野地域には、平野西縁部の養老断層をは

じめとした数本の活断層が存在するといわれる。

そのいずれもが厚い沖積層に覆われており、物理

的手法によって確認あるいは推定された伏在断層

である。仮にこれらの活断層が歴史時代に活動し

たのであれば、断層Jこ近接して立地する遺跡の発

掘調査で、なんらかの手がかりが得られる可能性

は高い。

この数年間、東海北陸自動車道建設の事前調査

として発掘調査を行った北道手・田所・大毛池

田・大毛沖・門間沼・西上免遺跡といった一宮市

北部・葉栗郡の遺跡群は、 「岐阜_一宮線」 (現

在のJR東海道線付近の地下に推定)といわれる伏

在断層に近接している。これらの遺跡群では複数

回の歴史地震の痕跡が確認されたが、活断層その

ものを兄いだすことは出来なかった。

すでに服部(1993-1996)による報告でこれら

の遺跡群に見られる地震痕の概報は行われている

が、そこで報告されている断層は、見かけ上は断

層の形態を示しているが、液状化の発生に伴う上

位の地層の陥没により形成された割れ目であり、

水平方向-の連続性も乏しく厳密には断層とは言

えない。こうした陥没により生じた小断層は、本

稿の北道手遺跡の例で紹介しているが、いずれの

事例でも断層は、液状化を起こしている砂層より

下位の地層中には連続していなかったことを言及

しておく。また、上位層が陥没しないまでも、噴

砂の噴き出しによって生じた砂層中の空間が瞬間

的に真空状態となり、上位層を破砕しその一部を

塊として引きずり込み、液状化層と混じりあう様

子が観察されることもある。

ところで、液状化層が噴砂として地表面に噴き

出す場合、上位の地層には下方からの強い圧力が

想定される。多くの場合、この圧力が上位層の表

面に亀裂を生じさせ、そこから噴砂を噴き出させ

るのであるが、圧力が途中で消滅した場合(先に

他の部分で噴砂が生じた場合など)には、上位層

表面の亀裂がそのまま地割れとして残される場合

がある。大毛池田遺跡で確認された地割れが良い

例で、上位層が湾曲した頂点付近に地割れが認め

られる。このような液状化に起因する地割れは、

沖積層特有のもので、正木町遺跡(名古屋市教育

委員会、 1989)や富士見町遺跡(森、 1992など

の洪積台地で確認された地割れとは、区別する必

要がある。

2.液状化

筆者はこれまでに液状化に関連する用語として

「噴砂」 、 「砂脈」 、 「液状化」という用語を区

別して使用してきたが、ここであらためて筆者の

分類基準を示しておきたい。それは、寒川1992

第2図)が示した遺跡での地震の痕跡の模式的な

形状分類と基本的には同じであるが、微妙なずれ

があることも事実である。このうち液状化層の内

部異常堆積構造の名称(擾乱構造、皿状構造、柱

状構造など)についてはすでに地質学・堆積学で

定義されている用語なので問題はないが、遺跡で

見つかる「噴砂」 、 「砂脈」の使い分けについて

は、研究の歴史が浅いことも手伝って、研究者に

よりあいまいな使い分けが行われているのも事実

であろう。事実、寒川は、液状化した砂(礫)層

が上昇したものを噴砂とし、噴砂のつまった割れ

目を砂脈としているが、筆者は、液状化した砂が

地表あるいは堆積面上に噴き出したもの、または

部分を噴砂とし、その上昇過程で生じる割れ目部

分、つまり遺構検出面および地層断面として観察

される砂で満たされた割れ目のみを砂脈として記

載してきたので、微妙なずれが生じているかもし

れない。

噴砂・砂脈に関して注意しなくてはならないい

くつかの問題点について触れておこう。
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まず、一つ目は、噴砂・砂脈いずれの場合も確

実に砂の供給源となる下位の液状化層から噴き出

しているかという点である。特に水田や湿地など

のシルト・粘土層は、夏季の乾燥状態で乾裂とい

う表面の割れ目を形成することが知られている。

この割れ目に洪水や風により運ばれた砂が地表面

から入り込むことがしばしば見られる。またザリ

ガニなどの生物により開けられた穴にきれいに砂

が入り込むことも珍しくない。こうした成因によ

る柱状の砂は、地層断面の観察では一見すると砂

脈のように見えるので、十分な注意が必要であ

る。

二つ目として地層中に水平に広がる砂層は単に

河川の堆積、特に洪水による堆積として記載され

ることが多いが、実は不明瞭ではあるが噴砂の可

能性もあることに注意すべきである。一見して噴

砂として認識できる場合は問題ないが、砂脈部分

が確認できない噴砂ではその認定は非常に困難な

ことが多い。さらに、砂層の上層部分は確かに洪

水層であっても、下層部分は噴砂である事例も未

公表ではあるが確認している。濃尾平野のような

大河川が存在する沖積平野上では、大地震により

堤防に亀裂が発生し、大雨により破堤、洪水とい

う図式は十分に考えられることである。砂層には

これまで以上の注意を払う必要がある。

三つ目は、噴砂や砂脈と地層との関係から決め

られる地震発生年代の決定についてである。上位

層が良く締まった地層での場合は、砂脈の噴出す

る勢いが上昇過程で衰え、地層内で止まっている

状態がよく観察される。こうした砂脈には地震発

生年代の決定能力は全く無いので注意が必要であ

る。砂脈を使って年代決定を行う際には、確実に

砂脈に引き裂かれている層、砂脈を削り取ってい

る層を確認することが必要であり、それ以外の場

合は情報の混乱を防ぐためにも地震発生時期は不

明であるとすべきであろう。

最近、寒川1995により兵庫県南部地震の際

に形成された噴砂の模式的断面が示されたが、遺
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跡の噴砂の記載についても、今後は地震の規模を

推定したり、噴砂発生から埋積までの過程を復元

するためにも、噴砂のどの部分が残存しているか

といったより詳細な記載を行う必要があるのでは

ないだろうか。

3.特殊な地震痕

沖積層では地震発生時に時として地盤が側方に

移動することがある。先の兵庫県南部地震や新潟

地震1964年)の際にも地盤の側方流動として報

告されている。それは遺跡の発掘調査においても

確認でき、本稿大毛沖遺跡では、側方からの圧縮

力により著しく変形した地層が観察された。ま

た、岐阜県大垣市荒尾南遺跡では、弥生時代の杭

列が切断され側方にずれているという事例が報告

されている(千藤、 1995) 。さらに、静岡県上土

遺跡においては、泥炭層が極めて低角の断層(断

列面)により同一の地層が重複して観察される事

例が報告されている(矢田,1995) 。いずれにし

ても沖積平野では地層が未固結なため、表層地盤

は大規模な地震時に変動を生じることは確実であ

り、埋積された堆積物が異常な状態で保存されて

いる可能性が十分に考えられるので注意が必要で

ある。

まとめ

筆者はこれまでに(財)愛知県埋蔵文化財セン

ターが発掘調査を行ってきた遺跡を中心に地震痕

跡の研究を続けてきたが、本稿ではその中でも代

表的な地震痕の形態を示してみた。筆者の調査し

た範囲でも、まだまだ多種多様な形態の地震痕が

存在するが、それはまた別の機会に紹介すること

にする。ここで改めて問題にしたいのは、濃尾平

野のような沖積層からなる軟弱地盤上に立地する

遺跡では、高確率で地震痕が検出されるという事

実である。阪神・淡路大震災以来、地震防災に対

する意識が急速に高まっている現在、遺跡の発掘

調査に携わる我々も地震考古学という手法により

防災につながる情報を社会に還元していかなくて

はならないであろうし、また期待されていること

も現実であろう。しかし、それゆえに情報の正確

さが必要で特に地震発生年代については、各遺跡

ごとに悪戯に地震発生時期を設定するのでなく、

尾張北部地域とか濃尾平野地域といった広範囲の

中で共通の被害としての地震災害をとらえること

が重要である。そして、その歴史地震がどのよう

な成因によるものか(東海地震なのか活断層によ

る地震なのか)をも考慮し、震源の活動履歴との

整合性をはからなくては片手落ちになるであろ

う。近年、盛んに行われている活断層の発掘調査

と合わせてより正確な地震発生履歴の確立が真に

期待される。

最後に、これまでの時点で確認された地震痕か

ら推定した濃尾平野の液状化発生履歴、すなわち

大規模な被害を与えたであろう地震の発生履歴を

第3図に示したので参考にしていただきたい。
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1.

形態:断層(陥没性)

遺跡名:北道手遺跡

(第1図;1)

調査区:93b区

推定される地震発生時期:

古墳時代初頭以降、中世以前

コメント:古墳時代初頭の

遺物を包含する黒色砂質シル

ト層を見かけ上30cm程度沈降

させる正断層。走向はN10 °

W、傾斜は上端部で80 °、下方で45 °Wを示す。この断層は、黒色砂質シルト層を支持する砂層の噴出

(噴砂)による堆積減少のため生じた陥没に由来するもので、岐阜-一宮線などの構造線との関係はな

い。

断層西側では、生じた落差を埋める砂層の急速な堆積が認められる。

断層面下位の撹乱構造は、噴砂の噴出により地層境界に生じた真空な空間に上位の黒色砂質シルト層

が吸引されてつくられた構造であろう。

2.

形態:断層(陥没性)

遺跡名:北道手遺跡

(第1図;1)

調査区:93D区

推定される地震発生時期:

古墳時代初頭以降、中世以前

コメント:古墳時代初頭の

遺物を包含する溝を見かけ上

3cm程度変位させる正断層。

走向はN10 °W、傾斜は88 °

Wを示す。溝の埋土上面は断層の影響を全く受けていないことから、溝が埋積する過程で形成された断

層であろう。溝内部の堆積物は、下層で砂とシルト塊が入り乱れて流動した痕跡が認められる。また、

下位ほどシルト塊が大きい。このことも溝が埋積する過程(つまり未固結状態)で形成された断層であ

ることを示唆する。断層脇に見られる砂脈は溝堆積物中に噴き上がっているが、おそらく断層形成と同

時期に形成されたものであろう。
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3.

形態:地割れ

遺跡名:大毛池田遺跡

(第1図;2)

調査区: 94E区

推定される地震発生時期:不明

コメント:噴砂発生に起因する上位の地層を押し上

げる力が、地層表面に亀裂(地割れ)を生じさせてい

る。この地割れは、その後形成された堆積物により速

やかに埋積されている。

4.

形態:液状化跡

遺跡名:西上免遺跡

(第1図;5)

調査区:94A区

推定される地震発生時期:中世

コメント:層厚30cm以上の砂層のうち、上位のシル

ト層と接する上層10cm程度の部分だけが液状化による

異常堆積構造を呈している。これらの構造は、第2図

に示した寒川1992の擾乱構造や皿状構造で、液状化

層中に見られる異常堆積構造とされている。
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5.

形態:液状化跡

遺跡名:門間沼遺跡

(第1図;4)

調査区: 94C区

推定される地震発生時期:

古墳時代後期

コメント:古墳時代後期の遺物(宇田型鍋)を包含す

る土坑を埋積する灰色砂質シルトおよび暗灰色シルト層

が、液状化により強烈に撹拌された状態が確認できる。

この撹拌層の上位の地層にはこうした影響は全くおよん

でいない。従って、土坑埋積中に発生した地震がこの現

象の原因となっていると推定できる。

6.

形態:噴砂

遺跡名:清洲城下町遺跡

(第1図;7)

調査区: 94A区

推定される地震発生時期:

1586年1月18日(天正13年11

月29日)発生(天正地震)

コメント:キノコ型の断

面(噴砂丘断面)を有する

噴砂が確認できる。噴砂下

部では、瀬戸モノの祖母懐

の鉢(16世紀頃)を含む灰色シルト層が変形している。噴砂丘は地震後に行われたであろう整地により

埋め立てられている。さらに、 1610年頃より始まった「清洲越し」の際に廃棄された清洲城の瓦が噴砂

丘の一部を削り込んでいる。このことから、 16世紀以降で1610年より前の期間に発生した大地震「天正

地震」の地震痕跡であると断定できる。
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7.

形態:噴砂

遺跡名:一色青海遺跡

(第1図;6)

調査区: 92A区

推定される地震発生時期:

弥生時代中期末から古墳時代

コメント:弥生時代中期末

(高蔵式期)の方形周溝墓の

周溝埋土中に粗粒砂よりなる

噴砂が噴き出している。周溝という他の地表より物理的な強度に劣る部分に噴砂が噴き出す例は一般的

であり、遺構検出面である旧地表面に噴砂が兄いだせない場合でも、遺構内には兄いだせることがある

ので注意したい。

この噴砂は、周溝を埋積する黒色シルト層(下部からは高蔵式土器が検出されている)の堆積中に噴

き出したものであり、従って地震発生時期もこのころと推定される。

8.

形態:噴砂

遺跡名:大毛沖遺跡

(第1図;3)

調査区: 94G区

推定される地震発生時期:

13世紀頃

コメント:旧河川を埋積し

た地層の堆積面上に、基盤と

なる砂層から噴き上げ、 12-13世紀の遺物を含むシルト

層を引き裂く噴砂が確認された。この噴砂は噴き出し

部がやや陥没するものの最大で5cm程度の高まりを有す

る噴砂丘を形成している。噴砂丘の広がりは、噴き出

し口を中心に両方向に1m程度である。噴砂はさらに13

世紀以降の遺物を含むシルト質砂層に覆われている。
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9.

形態:砂脈

遺跡名:大毛池田遺跡

(第1図;2)

調査区: 95B区

推定される地震発生時期:

古墳時代前期以降、後期以

前

コメント:古墳時代の旧

河川の緑の部分で古墳時代

前期水田相当層のシルト層

を引き裂く幅2～3m、見かけの上昇量1m以上にも及ぶ巨大な砂脈が確認された。砂の噴き出しによる体

積減少のために生じた陥没も観察された。これだけ大きな砂脈が形成されることはメカニズム的にも理

解しがたく、かなり大きな地震性の揺れを想定する必要がある。

砂脈の上位のシルト層(古墳時代後期)はこの砂脈の影響を全く受けておらず、地震時に存在してい

たであろう噴砂丘の部分を削り取っている。

10.

形態:砂脈

遺跡名:清洲城下町遺跡

(第1図;7)

調査区: 92A区

推定される地震発生時期:

1586年1月18日(天正13年11

月29日)発生(天正地震)

コメント:清洲城下町遺

跡では1 6世紀前半の遺物を

含む地層を引き裂く噴砂が

しばしば認められる。この

噴砂は16世紀後半に行われた整地層に上端部を削られていることから、地震史料としても著名な1586年

の天正地震の地震痕と考えられる。写真の噴砂は、扇状に広がりながら地表に噴き出す様子が観察され

るが、噴砂丘に相当する砂の高まりは地震後に行われた整地1こよって取り除かれている。天正地震の噴

砂は噴き出しの勢いが他の地震よりも強烈なため地割れ状の砂脈を形成することが少なく、独立した噴

砂丘を形成することが多い。
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11l

形態:地層の変形

遺跡名:大毛沖遺跡

(第1図;3)

調査区: 93C区

推定される地震発生時期:

9世紀以降12世紀以前

コメント:旧河川の緑の部分で河川を埋積する砂層中に写真右手(南)側から押し出され、落ち込み

折れ曲がった地層の変形状態が観察された。この地層中には側方からの圧力によりもともとは平行で

あった層理がレンズ状に変形している部分が観察される。砂層と接する部分は側方移動時に受けた強い

圧力を反映するように葉理が複雑に重なり合い、かつ垂直に折れ曲がってる。砂層側にも衝突時の影響

が残されており、砂層内に垂直な葉理が観察された。このような現象は、河川と陸地の高低差が存在し

ている状況で、地表付近の地盤(地層)が、地震による強い揺れを受け側方流動を起こした結果であろ

うと推定される。
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